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あさこちゃん

わたしは安佐公民館の、

　　　あさこちゃんです。

安佐町の清流で暮らす

　　　ヨシノボリなのよ！

ぼくは日浦公民館の、

　　　　ひうら丸だよ。

平家の子孫で、

流鏑馬（やぶさめ）が得意なんだ。

ひうら丸

これから、

大好きな安佐町を紹介します。

　一緒に安佐町を

　　　　　歩いてみようよ！

　

昭
和
３０
年
３
月
３１
日
、
安
佐
郡
の
鈴
張
村
、

飯
室
村
、
久
地
村
、
日
浦
村
、
小
河
内
村
の
５

か
村
が
合
併
し
て
安
佐
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

安
佐
町
の
町
名
は
、
「
安
佐
郡
内
初
の
、
村
が

合
併
し
て
誕
生
し
た
町
」
か
ら
郡
名
の
「
安
佐
」

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
４６
年
５
月
２０
日
に

は
広
島
市
と
合
併
し
、
広
島
市
安
佐
町
（
政
令

指
定
都
市
昇
格
後
は
安
佐
北
区
安
佐
町
）
と
な

り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
誌
は
安
佐
公
民
館
が
平
成
３１
年
４
月
１
日

で
開
館
５０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
記
念
事

業
と
し
て
安
佐
公
民
館
運
営
委
員
会
が
制
作
、

発
行
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
や
安
佐
町
を
訪

れ
る
皆
様
に
安
佐
町
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、
四
季
折
々
の
自
然
の
美
し
い
場
所
や
歴
史

跡
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
本
誌
を
活
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
安
佐
町
の
魅
力
を
再
発
見

し
、
よ
り
地
域
の
絆
が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

安
佐
町
は
と
て
も
広
大
な
の
で
、
本
誌
で
は

安
佐
公
民
館
が
管
轄
す
る
地
区
と
日
浦
公
民
館

が
管
轄
す
る
地
区
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
５
地

区
の
史
跡
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
で
季
節
ご
と
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

時
季
を
選
ん
で
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

安佐町の玄関口、飯室地区の町並み。

安佐町の学び舎「清和中学校」と安佐町民の交流の場所「安佐公民館」を望む
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宮野地区の宮野八幡神社の大エノキは、

幹周４．２ｍ樹高３０ｍで県内第二位の巨樹

と言われ市の天然記念物に指定されてい

ます。

後山地区の巨大ヤマザクラ・エドヒガンは、

日浦権現山の中腹に立ち幹周は約４．４ｍ。

３月下旬から４月中旬に満開時期を迎えま

すので、里山の春を感じられます。

久地地区の千年杉は、幹周は約１２．２ｍで

樹齢は推定６００年から７００年と言われて

います。岳山登山道の途中の傾斜地に見

ることができます。

養山八幡神社（小河内地区）
小河内地区の養山八幡神社の社叢は、ツクバネガシ、ヤブツバキ、カヤ

などの暖帯常緑広葉樹林で、１年を通して爽やかな風と緑に癒され

る場所。市の天然記念物に指定されています。

筒瀬地区の筒瀬八幡神社の社叢は、アラカシ、タブノキ、ナナメノキ

などの常緑広葉樹林で、時折り風に吹かれ葉と葉がすれる音が神秘

さを醸し出します。市の天然記念物に指定されています。

筒瀬八幡神社（筒瀬地区）

大エノキ（宮野地区） ヤマザクラ（後山地区） 千年杉（久地地区）ヤマザクラ 千年

筒瀬八幡神社 ホタル（安佐町各地区）

棚田（安佐町各地区） 山々の傾斜を利用した棚田は、小河内川を挟んで両側一体に広がる小河内地区（写真左）と、鈴張明神峠にさし

かかる一帯に鈴張川を挟んで両側に広がる鈴張地区（写真右）の他、安佐町各地で見ることができます。

田植えから稲刈りまで、鮮やかな緑から黄金色に変わる景色、収穫後の雪景色など年間を通して楽しめます。

安佐町を流れる太田川の支流には澄んだ水が流れ、花崗岩が浸食さ

れてできた砂や小石が堆積した川底にはホタルの餌となるタニシや

カワニナもたくさん生息しています。

５月後半から６月中旬にかけ、町内各地の川で光を灯しながら飛び交

うゲンジボタルの幻想的な夜景を観賞することができます。

宇賀峡（久地地区）
久地地区にある宇賀峡は広島の秘境とも言われる景勝地で、太田川

支流の高山川上流にあります。季節ごとに咲く山野草やヤマメ釣り

など、ハイカーや釣り人の人気が高い峡谷です。緑豊かな山々に囲

まれ自然を身近に感じることができます。

山々の傾斜を利用した棚田は 小河内川を挟んで両側 体に広がる小河

ルル 宇賀峡
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小河内地区の養山八幡神社では、秋季大祭で江戸末期より２００年以上

続いている神輿行列などの吹き囃子行事が行われます。文化８（１８１１）年、

神社に神輿を迎え入れる際に行われた行事と言われ、市の重要無形文

化財に指定されています。

開催場所 / 広島市安佐北区安佐町大字小河内 4665　養山八幡神社

吹き囃子行事 養山八幡神社秋季大祭

飯室地区出身　洋画家（1900 ～ 1977）

明治３３年２月１０日、安佐町飯室に生まれる。

昭和５年帝展に初入選。翌年上京して岡田三

郎助に師事し光風会会員となる。昭和２１年

女流画家協会創立委員となる。昭和４１年女

流展にて、国務大臣安井総務長官賞を受賞。

十一会会員、女流画家協会委員。

『茄』按唆効務丸曙造

中谷 ミユキ

飯室地区出身　日本画家（1901 ～ 1995）

明治３４年６月２０日、安佐町飯室に生まれる。

大正１２年上京、田中頼璋に師事。昭和１４年美術

文化協会の創立後、会員として第一回展より出

品。昭和２２年前衛美術会を結成。昭和２７年、俊

夫人との合作「原爆の図」で国際文化平和賞を

受賞。受賞後、「原爆の図」を海外で巡回展示。

展示施設 / 原爆の図丸木美術館

埼玉県東松山市下唐子１４０１ ☎０４９３-２２-３２６６

開館時間 /９:００～１７:００（１２月～２月は９:３０～１６:３０）

休 館 日 /月曜日（祝日の場合は翌日の平日）

『卓』按唆効務丸曙造

丸木 位里
飯室地区出身　日本画家（1909 ～ 1972）

明治４２年３月１日、安佐町飯室に生まれる。

川端龍子に師事し昭和１３年青龍社展に初入選。

以後毎年出品し２０回記念展奨励賞・春展賞

受賞。昭和４２年東方美術協会創立。関西総

合美術展審査員。京都日本画家協会理事など

歴任。

展示施設 / 広島市筒瀬福祉センター

広島市安佐北区安佐町筒瀬１２５-１ ☎０８２-８３８-３８００

開館時間 /９:００～２２:００

休 館 日 /火曜日（祝日の場合は翌日の平日）

『撒』按唆効務丸曙造

佐々木 邦彦

（小河内地区）

自然を活かした遊歩道が整備され、３月下旬からは

山桜、４月から５月中旬までは１万５千本のシャク

ナゲ、５月下旬から７月中旬頃までは５千本のアジ

サイを楽しめます。園内には樹齢４００年以上のもみ

の木や夫婦杉などもあり、森林浴を楽しみながら大

自然に触れることができます。

広島市安佐北区安佐町飯室右平６００６ ☎０８２-８３５-３３５０

営業時間 /１０:００～１７:００

開園期間 /３月中旬～７月中旬頃

右平「花園の里」しゃくなげ園

写真提供：右平「花園の里」

広大な公園内に四季折々の花が咲きほこる。特に

シャクナゲは１７０品種、５５００本が植えられ、４

月上旬から５月下旬にかけて色とりどりの美しい

花が咲きます。園内は「シャクナゲの国」、「わんぱ

くの国」などのゾーンがあり大人から子供まで楽

しむことができます。

広島市安佐北区安佐町久地２４１１-１ ☎０８２-８３７-１２４７

営業時間 /９:００～１６:３０（ドッグランは１６:００まで）

休 園 日 /火曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始

ふれあいの里 三国 花みどり公園

宇賀峡の下流域にある施設で、四季折々の自然と

心和む景色や人に会える場所です。山野草を食べ

る会やホタルの夕べ、こんにゃくづくりなど、さ

まざまなイベントを楽しむことができます。

広島市安佐北区安佐町久地

※イベント情報などは安佐公民館へお問い合わせください。

安佐公民館 ☎０８２-８３５-０１１１

久地北・太田川げんき村

自然に恵まれた牛頭山の麓にある同施設は、四季折々の自然の移ろ

いを肌で感じることができ、自然の中でのさまざまな活動など家庭

や学校では得難い体験の場を提供しています。青少年だけでなく、

家族や一般団体の利用も可能です。

広島市安佐北区安佐町小河内５１３５ ☎０８２-８３５-１４４４

広島市青少年野外活動センター・こども村

生き生きと生活する動物たちの姿を通して人と自然のかかわりを体

験できる公園です。園内には１７０種類の動物が飼育され世界中の野

生動物を観賞することができます。レッサーパンダやゴリラが大人

気。動物とのふれあい・エサやりなどのイベントや起伏に富んだ地

形を利用して動物を観賞しながら散策するイベントなども行われて

います。

広島市安佐北区安佐町大字動物園 ☎０８２-８３８-１１１１

営業時間 /９:００～１６:３０（入園は１６:００まで）

休 園 日 / 木曜日（祝日は開園）、１２/２９～１２/３１

広島市安佐動物公園

写真提供：広島市安佐動物公園



小河内地区の養山八幡神社では、秋季大祭で江戸末期より２００年以上

続いている神輿行列などの吹き囃子行事が行われます。文化８（１８１１）年、

神社に神輿を迎え入れる際に行われた行事と言われ、市の重要無形文

化財に指定されています。

開催場所 / 広島市安佐北区安佐町大字小河内 4665　養山八幡神社

吹き囃子行事 養山八幡神社秋季大祭

飯室地区出身　洋画家（1900 ～ 1977）

明治３３年２月１０日、安佐町飯室に生まれる。

昭和５年帝展に初入選。翌年上京して岡田三

郎助に師事し光風会会員となる。昭和２１年

女流画家協会創立委員となる。昭和４１年女

流展にて、国務大臣安井総務長官賞を受賞。

十一会会員、女流画家協会委員。

『茄』按唆効務丸曙造

中谷 ミユキ

飯室地区出身　日本画家（1901 ～ 1995）

明治３４年６月２０日、安佐町飯室に生まれる。

大正１２年上京、田中頼璋に師事。昭和１４年美術

文化協会の創立後、会員として第一回展より出

品。昭和２２年前衛美術会を結成。昭和２７年、俊

夫人との合作「原爆の図」で国際文化平和賞を

受賞。受賞後、「原爆の図」を海外で巡回展示。

展示施設 / 原爆の図丸木美術館

埼玉県東松山市下唐子１４０１ ☎０４９３-２２-３２６６

開館時間 /９:００～１７:００（１２月～２月は９:３０～１６:３０）

休 館 日 /月曜日（祝日の場合は翌日の平日）

『卓』按唆効務丸曙造

丸木 位里
飯室地区出身　日本画家（1909 ～ 1972）

明治４２年３月１日、安佐町飯室に生まれる。

川端龍子に師事し昭和１３年青龍社展に初入選。

以後毎年出品し２０回記念展奨励賞・春展賞

受賞。昭和４２年東方美術協会創立。関西総

合美術展審査員。京都日本画家協会理事など

歴任。

展示施設 / 広島市筒瀬福祉センター

広島市安佐北区安佐町筒瀬１２５-１ ☎０８２-８３８-３８００

開館時間 /９:００～２２:００

休 館 日 /火曜日（祝日の場合は翌日の平日）

『撒』按唆効務丸曙造

佐々木 邦彦

（小河内地区）

自然を活かした遊歩道が整備され、３月下旬からは

山桜、４月から５月中旬までは１万５千本のシャク

ナゲ、５月下旬から７月中旬頃までは５千本のアジ

サイを楽しめます。園内には樹齢４００年以上のもみ

の木や夫婦杉などもあり、森林浴を楽しみながら大

自然に触れることができます。

広島市安佐北区安佐町飯室右平６００６ ☎０８２-８３５-３３５０

営業時間 /１０:００～１７:００

開園期間 /３月中旬～７月中旬頃

右平「花園の里」しゃくなげ園

写真提供：右平「花園の里」

広大な公園内に四季折々の花が咲きほこる。特に

シャクナゲは１７０品種、５５００本が植えられ、４

月上旬から５月下旬にかけて色とりどりの美しい

花が咲きます。園内は「シャクナゲの国」、「わんぱ

くの国」などのゾーンがあり大人から子供まで楽

しむことができます。

広島市安佐北区安佐町久地２４１１-１ ☎０８２-８３７-１２４７

営業時間 /９:００～１６:３０（ドッグランは１６:００まで）

休 園 日 /火曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始

ふれあいの里 三国 花みどり公園

宇賀峡の下流域にある施設で、四季折々の自然と

心和む景色や人に会える場所です。山野草を食べ

る会やホタルの夕べ、こんにゃくづくりなど、さ

まざまなイベントを楽しむことができます。

広島市安佐北区安佐町久地

※イベント情報などは安佐公民館へお問い合わせください。

安佐公民館 ☎０８２-８３５-０１１１

久地北・太田川げんき村

自然に恵まれた牛頭山の麓にある同施設は、四季折々の自然の移ろ

いを肌で感じることができ、自然の中でのさまざまな活動など家庭

や学校では得難い体験の場を提供しています。青少年だけでなく、

家族や一般団体の利用も可能です。

広島市安佐北区安佐町小河内５１３５ ☎０８２-８３５-１４４４

広島市青少年野外活動センター・こども村

生き生きと生活する動物たちの姿を通して人と自然のかかわりを体

験できる公園です。園内には１７０種類の動物が飼育され世界中の野

生動物を観賞することができます。レッサーパンダやゴリラが大人

気。動物とのふれあい・エサやりなどのイベントや起伏に富んだ地

形を利用して動物を観賞しながら散策するイベントなども行われて

います。

広島市安佐北区安佐町大字動物園 ☎０８２-８３８-１１１１

営業時間 /９:００～１６:３０（入園は１６:００まで）

休 園 日 / 木曜日（祝日は開園）、１２/２９～１２/３１

広島市安佐動物公園

写真提供：広島市安佐動物公園
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32

棚田と石垣

33

35

旧国道の標石

旧国道の桜

行根の陽光桜

5

［地図のマーク］ 神社 寺院 学校 コンビニ

郷

西谷

東谷

鈴張
街道

西
谷
川

　

鈴
張
は
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
東
谷
、

西
谷
、
郷
の
大
き
く
３
地
区
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
鈴
張
小
学
校
の
校
歌
に
「
♪
堂
床

山
は
緑
濃
く
〜
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
標
高

８
５
９
・
６
ｍ
の
堂
床
山
と
、
飯
室
か
ら

見
え
始
め
て
鈴
張
に
帰
る
道
し
る
べ
と
な

る
片
廻
山
は
そ
れ
ぞ
れ
東
谷
川
、
西
谷
川

の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
鈴
張
は
２
つ
の

川
に
沿
っ
て
東
谷
と
西
谷
に
分
け
ら
れ
、

２
つ
の
川
が
合
流
し
た
と
こ
ろ
を
郷
と
呼

び
、
川
は
鈴
張
川
と
な
っ
て
太
田
川
へ
流

れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
は
、
東
谷
は
明
神
峠
（
国
道
２
６
１

号
）
を
越
え
千
代
田
路
へ
、
西
谷
は
豊
平

路
（
県
道
４０
号
）
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

鈴
張
川
沿
い
の
道
に
沿
っ
た
旧
町
並
屋

敷
は
地
形
的
立
地
か
ら
、
江
戸
時
代
初
期

よ
り
主
に
芸
北
と
の
交
易
中
継
地
の
町
屋

と
し
て
成
り
立
っ
て
き
ま
し
た
。
道
の
片

側
に
商
店
街
が
並
び
、
反
対
側
の
川
岸
の

桜
が
咲
く
頃
に
は
温
泉
街
の
よ
う
な
風
情

を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

「
鈴
張
」
の
地
名
は
、
昔
、
鈴
を
上
手

に
張
る（
空
洞
の
器
を
作
る
こ
と
を
「
張
る
」

と
い
う
）
鍛
冶
屋
が
い
た
こ
と
か
ら
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
に
は
、
「
錫

張
之
里
」
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
た
資
料
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
鈴
張
村
と
関
屋

村
に
分
離
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
旧
関
屋
村
が
鈴
張
村
に
復
帰
し
た
の

は
、
明
治
１２
（
１
８
８
０
）
年
の
こ
と
で

し
た
。

　

左
上
の
写
真
は
鈴
張
の
市
か
ら
見
た
風

景
。
画
面
中
央
に
鈴
張
小
学
校
と
旧
村
社

の
宮
崎
神
社
、
右
側
に
鈴
張
保
育
園
が
見

え
ま
す
。
ま
た
鈴
張
に
は
お
寺
が
三
か
寺

あ
り
、
右
か
ら
、
原
爆
慰
霊
碑
の
あ
る
長

覚
寺
、
広
島
藩
主
浅
野
家
の
休
憩
所
と

な
っ
た
稱
名
寺
、
江
戸
時
代
の
建
築
様
式

を
今
に
残
す
妙
法
寺
が
見
え
ま
す
。

　

山
は
右
手
に
、
安
佐
北
区
で
２
番
目
に

高
い
堂
床
山
、
左
手
に
片
廻
山
（
６
８
２
ｍ
）

が
そ
び
え
ま
す
。
手
前
に
見
え
る
の
は
町

屋
の
旧
国
道
で
す
。

　

ま
た
、
陰
陽
分
水
嶺
の
あ
る
明
神
峠
の

笹
原
明
神
を
は
じ
め
、
現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
も
御
堂
や
祠
が
３５
社
以
上
も

あ
り
、
そ
れ
ら
を
探
し
て
歩
く
の
も
面
白

い
で
し
ょ
う
。

疫

工

ゼ

膺

ブ

┫

┙

恰

像

┲

悟

┋

褐

┞

┬

〞

｝

堕

á

怫

侃

零"

徴"

せ
ぜ
ぱ
れ

鈴張の市（昔、六日の市がたっていた）と呼ばれる地域から見た風景

旧鈴張郵便局から続く桜並木。左手に商店街、右手に桜が続く町屋であった。
大正から昭和35年頃まで、牛の市が開かれていた。

に
し
だ
に

ど
う　

と
こ　

や
ま

か
た
も
う
し
や
ま

ご
う

ひ
が
し
だ
に

鼎頤
疫冗

⒌
舩

旧国道の桜3

4
陽光桜が、行根の青少年野外活動センターへ抜ける途中
で見事な花を咲かせている。

行根の陽光桜5鈴張街道豊平分かれの桜
鈴張街道を千代田方面に向かって東谷へと行くと、豊平
分かれ交差点から鈴張小学校の校庭へと桜が続く。
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、
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地
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に
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ま
す
。
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小
学
校
の
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に
「
♪
堂
床

山
は
緑
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く
〜
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と
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わ
れ
て
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る
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９
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６
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の
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と
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始
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て
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。
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よ
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と
の
交
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地
の
町
屋

と
し
て
成
り
立
っ
て
き
ま
し
た
。
道
の
片

側
に
商
店
街
が
並
び
、
反
対
側
の
川
岸
の

桜
が
咲
く
頃
に
は
温
泉
街
の
よ
う
な
風
情

を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

「
鈴
張
」
の
地
名
は
、
昔
、
鈴
を
上
手

に
張
る（
空
洞
の
器
を
作
る
こ
と
を
「
張
る
」

と
い
う
）
鍛
冶
屋
が
い
た
こ
と
か
ら
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
に
は
、
「
錫

張
之
里
」
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
た
資
料
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
鈴
張
村
と
関
屋

村
に
分
離
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
旧
関
屋
村
が
鈴
張
村
に
復
帰
し
た
の

は
、
明
治
１２
（
１
８
８
０
）
年
の
こ
と
で

し
た
。

　

左
上
の
写
真
は
鈴
張
の
市
か
ら
見
た
風

景
。
画
面
中
央
に
鈴
張
小
学
校
と
旧
村
社

の
宮
崎
神
社
、
右
側
に
鈴
張
保
育
園
が
見

え
ま
す
。
ま
た
鈴
張
に
は
お
寺
が
三
か
寺

あ
り
、
右
か
ら
、
原
爆
慰
霊
碑
の
あ
る
長

覚
寺
、
広
島
藩
主
浅
野
家
の
休
憩
所
と

な
っ
た
稱
名
寺
、
江
戸
時
代
の
建
築
様
式

を
今
に
残
す
妙
法
寺
が
見
え
ま
す
。

　

山
は
右
手
に
、
安
佐
北
区
で
２
番
目
に

高
い
堂
床
山
、
左
手
に
片
廻
山
（
６
８
２
ｍ
）

が
そ
び
え
ま
す
。
手
前
に
見
え
る
の
は
町

屋
の
旧
国
道
で
す
。

　

ま
た
、
陰
陽
分
水
嶺
の
あ
る
明
神
峠
の

笹
原
明
神
を
は
じ
め
、
現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
も
御
堂
や
祠
が
３５
社
以
上
も

あ
り
、
そ
れ
ら
を
探
し
て
歩
く
の
も
面
白

い
で
し
ょ
う
。
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鈴張の市（昔、六日の市がたっていた）と呼ばれる地域から見た風景

旧鈴張郵便局から続く桜並木。左手に商店街、右手に桜が続く町屋であった。
大正から昭和35年頃まで、牛の市が開かれていた。

に
し
だ
に

ど
う　

と
こ　

や
ま

か
た
も
う
し
や
ま

ご
う

ひ
が
し
だ
に

鼎頤
疫冗

⒌
舩

旧国道の桜3

4
陽光桜が、行根の青少年野外活動センターへ抜ける途中
で見事な花を咲かせている。

行根の陽光桜5鈴張街道豊平分かれの桜
鈴張街道を千代田方面に向かって東谷へと行くと、豊平
分かれ交差点から鈴張小学校の校庭へと桜が続く。



旧国道の旧鈴張郵便局前（⑫左の写真）に、町

屋の栄えた頃の往還道を示す標石が残ってい

る。また、天道路の入口（⑭右の写真）にも標石

が残っている。天道路を通って今吉田へ抜けて

いた。

旧国道の標石
きゅうこくどうのひょうせき

3634

往年の街道を指し示す
地域に残る道標

永正元（1504）年、宮岡山に社殿が建立。享和元（１８０１）年、現在の社

殿が再建され、明治５（１８７２）年に村社となる。毎年１１月３日に祭礼が

行われ、鈴張神楽団による神楽（右上）の奉納と、式典の中で巫女（右下）

による「浦安の舞」が奉納される。社殿には、鈴張先人達の素養がにじむ

和歌・俳句の絵馬が明治に奉納され今に残る。

宮崎神社
みやざきじんじゃ

3:和歌・俳句絵馬が伝わる

ちょっと

長覚寺
ちょうかくじ

原爆で被災された人が多く収容され、当時の住

持が博愛の念に立った慈悲のお見送りを行っ

た。その碑が境内にある。

35

原爆被災者を慈悲の心でお見送り
追悼の碑が境内に

妙法寺
みょうほうじ

鈴張三ケ寺の中でも最も築年数が古く、江戸

中期享保１１（１７２６）年の築年とされる。往

時の建築様式を伝える文化財的評価を受けて

いる。

37

鈴張三ケ寺内で最古
往時の建築様式は文化財的評価

すずはりまつりは毎年１１月に行われ

る。すずはり自治会の主催で、農産物品

評会や、地区住民の作品展示，地区の

芸能発表や有志による発表などが行わ

れる。

また、星が丘夏まつりは毎年８月に星

が丘団地の第３公園で開催される。

すずはりまつり・星が丘夏まつり 堂床山とたたら遺跡

堂床山中腹に「ぼた山」状態の鉄滓（かなく

そ）があり、平成２９年に広島市初となる中

世たたら遺跡と確認された。山頂に廃寺跡

があり、鉱物探索を兼ねた修験者道場と

思える。

同山の麓は近世初めから明治の初めまで

関屋村と呼ばれていた。

鈴張大花田植え

当地の花田植えは近世に北広島町から伝

わり、戦後復活し変遷を経て現在に至り、

「鈴張東上花田植保存会」として次世代に

確実に引き継がれている。（安佐公民館冊

子参照）

毎年５月に東谷地域で開催されていたが、

平成３０年をもって一時休止となった。

かつて鈴張西谷にあった河野三朴家は

寺町圓竜寺の末寺とし、本堂は建てず

「持仏」のみ。とくに阿坂、豊平方面の檀

家への御勤めをし、代々三朴を名乗り宮

崎神社創建一族として神仏習合の家筋。

本堂は建てず持仏のみ

圓竜寺末寺
河野三朴屋敷跡

えんりゅうじまつじこうのさんぼくやしきあと

38

江戸時代の古文書にかつて殿

様が当地域に来られた際に当

寺がご休憩所となった記録が

残る。（国郡志書出帳）

江戸時代殿様が休憩
古文書に記される

稱名寺
しょうみょうじ

39

零徴"せぜぱれ

棚田と石垣
たなだといしがき

堂床山山麓に広がる棚田は絶景！石垣１００選

にも選ばれ、まさに鈴張のマチュピチュである。

鈴張農耕有史以来開墾し築石され続け、江戸

後期ごろ現在の姿になったとされる。旧国道大

曲りから、全景が見える

33

石垣１００選にも選出
鈴張のマチュピチュ

旧国道「大曲り」
きゅうこくどう「おおまがり」

この辺り４区の住民は大蛇行した旧国道を「大

曲り」と呼ぶ。明治１０（１８７７）年代広島～浜

田への軍事軍用道路として突貫工事され当時

のロシア対策でもあった。乃木希典大将視察

の際、本地に宿泊（三戸家前石碑）。

32

大きく蛇行した旧国道
日露戦争時の軍用道路

鈴張村初代村長片山翁の碑
すずはりむらしょだいそんちょうかたやまおうのひ

明治２２（１８８９）年、初代村長。昭和７（１９３２）

年、第１７代に再就任。役人時代は高宮・佐伯

の両郡役所に奉職し能吏として行政手腕を発

揮、湯来町史にその業績が載る。片山家は関の

城主を祖とする。

;

鈴張村の初代村長
高宮や佐伯の郡役所で手腕発揮

関の城址
せきのじょうし

山口の守護大名大内義隆の家人、横山右馬之

助眞高の居城（手前左）。義隆の下文（くだしぶ

み「命令書」）今に残る。鈴張市界隈の各横山家

は城主の実弟を祖とする。

:

大内家の家人の居城
城主一族は今も地元に存続

戸谷志摩守の墓石
とだにしまのかみのぼせき

戸谷志摩守直忠は可部高松城主熊谷豊前守

元直（クリスチャン大名）を祖父とする熊谷家

の庶子であったが母方の城主家（豊平戸谷村）

を継ぎ鈴張村に隠棲帰農した。

9

祖は可部の高松城主
母方を継ぎ、隠棲帰農

お薬師さんと地獄絵図
おやくしさんとじごくえず

上郷にあって「お薬師さん」と呼ばれ、4月8日

の薬師祭りで売られる「薬師飴」と地獄絵図の

「往生要集絵図」（下）は有名。もとは妙薬院と

いい戸崎にあったが、水害で現在の場所にお

堂が建てられ、妙林寺と名付けられた。

8

お祭りで販売される
薬師飴と地獄絵図が有名

東殿山城祉の碑文
ひがしとのやまじょうしのひぶん

東殿山城主民部丞は若狭・丹波の守護武田

元信（安芸武田氏と一族）家人（家臣）としてこ

の地域を領有する（元禄17年の鈴張地誌）。末

孫家は今に継ぐ（関東在住）。

城址は鈴張星が丘団地第3公園脇。

7

戦国時代の山城跡
城主は武田家家人

鈴張地区集会所
すずはりちくしゅうかいしょ

鈴張地区のコミュニュケーションの中心、散策

の基点となる場所。

鈴張学区連合自治会や鈴張地区社会福祉協

議会の事務所であり、鈴張の情報の拠点でも

ある。

地区のコミュニケーションの中心
自治会や社協の事務所も

6

お
薬
師
さ
ん
の
地
獄
絵
図
「
往
生
要
集
絵
図
」
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旧国道の旧鈴張郵便局前（⑫左の写真）に、町

屋の栄えた頃の往還道を示す標石が残ってい

る。また、天道路の入口（⑭右の写真）にも標石

が残っている。天道路を通って今吉田へ抜けて

いた。

旧国道の標石
きゅうこくどうのひょうせき

3634

往年の街道を指し示す
地域に残る道標

永正元（1504）年、宮岡山に社殿が建立。享和元（１８０１）年、現在の社

殿が再建され、明治５（１８７２）年に村社となる。毎年１１月３日に祭礼が

行われ、鈴張神楽団による神楽（右上）の奉納と、式典の中で巫女（右下）

による「浦安の舞」が奉納される。社殿には、鈴張先人達の素養がにじむ

和歌・俳句の絵馬が明治に奉納され今に残る。

宮崎神社
みやざきじんじゃ

3:和歌・俳句絵馬が伝わる

ちょっと

長覚寺
ちょうかくじ

原爆で被災された人が多く収容され、当時の住

持が博愛の念に立った慈悲のお見送りを行っ

た。その碑が境内にある。

35

原爆被災者を慈悲の心でお見送り
追悼の碑が境内に

妙法寺
みょうほうじ

鈴張三ケ寺の中でも最も築年数が古く、江戸

中期享保１１（１７２６）年の築年とされる。往

時の建築様式を伝える文化財的評価を受けて

いる。

37

鈴張三ケ寺内で最古
往時の建築様式は文化財的評価

すずはりまつりは毎年１１月に行われ

る。すずはり自治会の主催で、農産物品

評会や、地区住民の作品展示，地区の

芸能発表や有志による発表などが行わ

れる。

また、星が丘夏まつりは毎年８月に星

が丘団地の第３公園で開催される。

すずはりまつり・星が丘夏まつり 堂床山とたたら遺跡

堂床山中腹に「ぼた山」状態の鉄滓（かなく

そ）があり、平成２９年に広島市初となる中

世たたら遺跡と確認された。山頂に廃寺跡

があり、鉱物探索を兼ねた修験者道場と

思える。

同山の麓は近世初めから明治の初めまで

関屋村と呼ばれていた。

鈴張大花田植え

当地の花田植えは近世に北広島町から伝

わり、戦後復活し変遷を経て現在に至り、

「鈴張東上花田植保存会」として次世代に

確実に引き継がれている。（安佐公民館冊

子参照）

毎年５月に東谷地域で開催されていたが、

平成３０年をもって一時休止となった。

かつて鈴張西谷にあった河野三朴家は

寺町圓竜寺の末寺とし、本堂は建てず

「持仏」のみ。とくに阿坂、豊平方面の檀

家への御勤めをし、代々三朴を名乗り宮

崎神社創建一族として神仏習合の家筋。

本堂は建てず持仏のみ

圓竜寺末寺
河野三朴屋敷跡

えんりゅうじまつじこうのさんぼくやしきあと

38

江戸時代の古文書にかつて殿

様が当地域に来られた際に当

寺がご休憩所となった記録が

残る。（国郡志書出帳）

江戸時代殿様が休憩
古文書に記される

稱名寺
しょうみょうじ
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棚田と石垣
たなだといしがき

堂床山山麓に広がる棚田は絶景！石垣１００選

にも選ばれ、まさに鈴張のマチュピチュである。

鈴張農耕有史以来開墾し築石され続け、江戸

後期ごろ現在の姿になったとされる。旧国道大

曲りから、全景が見える

33

石垣１００選にも選出
鈴張のマチュピチュ

旧国道「大曲り」
きゅうこくどう「おおまがり」

この辺り４区の住民は大蛇行した旧国道を「大

曲り」と呼ぶ。明治１０（１８７７）年代広島～浜

田への軍事軍用道路として突貫工事され当時

のロシア対策でもあった。乃木希典大将視察

の際、本地に宿泊（三戸家前石碑）。

32

大きく蛇行した旧国道
日露戦争時の軍用道路

鈴張村初代村長片山翁の碑
すずはりむらしょだいそんちょうかたやまおうのひ

明治２２（１８８９）年、初代村長。昭和７（１９３２）

年、第１７代に再就任。役人時代は高宮・佐伯

の両郡役所に奉職し能吏として行政手腕を発

揮、湯来町史にその業績が載る。片山家は関の

城主を祖とする。

;

鈴張村の初代村長
高宮や佐伯の郡役所で手腕発揮

関の城址
せきのじょうし

山口の守護大名大内義隆の家人、横山右馬之

助眞高の居城（手前左）。義隆の下文（くだしぶ

み「命令書」）今に残る。鈴張市界隈の各横山家

は城主の実弟を祖とする。

:

大内家の家人の居城
城主一族は今も地元に存続

戸谷志摩守の墓石
とだにしまのかみのぼせき

戸谷志摩守直忠は可部高松城主熊谷豊前守

元直（クリスチャン大名）を祖父とする熊谷家

の庶子であったが母方の城主家（豊平戸谷村）

を継ぎ鈴張村に隠棲帰農した。

9

祖は可部の高松城主
母方を継ぎ、隠棲帰農

お薬師さんと地獄絵図
おやくしさんとじごくえず

上郷にあって「お薬師さん」と呼ばれ、4月8日

の薬師祭りで売られる「薬師飴」と地獄絵図の

「往生要集絵図」（下）は有名。もとは妙薬院と

いい戸崎にあったが、水害で現在の場所にお

堂が建てられ、妙林寺と名付けられた。

8

お祭りで販売される
薬師飴と地獄絵図が有名

東殿山城祉の碑文
ひがしとのやまじょうしのひぶん

東殿山城主民部丞は若狭・丹波の守護武田

元信（安芸武田氏と一族）家人（家臣）としてこ

の地域を領有する（元禄17年の鈴張地誌）。末

孫家は今に継ぐ（関東在住）。

城址は鈴張星が丘団地第3公園脇。

7

戦国時代の山城跡
城主は武田家家人

鈴張地区集会所
すずはりちくしゅうかいしょ

鈴張地区のコミュニュケーションの中心、散策

の基点となる場所。

鈴張学区連合自治会や鈴張地区社会福祉協

議会の事務所であり、鈴張の情報の拠点でも

ある。

地区のコミュニケーションの中心
自治会や社協の事務所も
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お
薬
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さ
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地
獄
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要
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鈴張川河口の宇津地区から太田川を臨む。奥に広島自動車道が見える
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清和中学校

太
田
川

飯室小学校

至可部

牛頭山

宇津地区

古市地区

幕
の内トンネル

加計
街道

鈴
張
街
道

安佐北消防署
安佐出張所

森山

飯室地区全景。中央に複合ショッピングセンターＣＯＭＳ安佐パーク。

右奥に清和中学校が見える

　

飯
室
の
地
は
太
田
川
と
そ
の
支
流
、
鈴

張
川
流
域
の
山
間
部
に
位
置
し
ま
す
。
地

名
の
由
来
は
文
政
２
（
１
８
１
９
）
年
の

「
国
郡
志
御
用
に
つ
き
下
調
べ
書
出
帳
」

に
よ
る
と
、
『
往
古
諸
国
に
設
置
さ
れ
た

氷
室
に
ち
な
む
』
と
あ
り
ま
す
が
、
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
地
を
同

書
に
見
る
と
、
古
市
地
区
と
宇
津
地
区
が

本
郷
（
古
く
か
ら
開
け
た
村
の
中
心
地
）
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
村
に
二
つ
の

本
郷
が
在
る
の
は
珍
し
く
、
往
古
か
ら
陸

路
と
舟
運
で
栄
え
た
証
し
と
も
言
え
ま

す
。

　

陸
路
で
古
市
地
区
は
庄
原
往
還
（
江
戸

時
代
の
街
道
）
が
通
り
、
年
貢
米
な
ど
は

こ
の
地
か
ら
宇
津
地
区
へ
、
各
物
資
は
宇

津
地
区
か
ら
こ
の
地
を
経
由
し
豊
平
・
千

代
田
方
面
へ
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治

１８
（
１
８
８
５
）
年
６
月
、
幕
の
内
峠
に
県

道
が
完
成
し
、
飯
室
や
芸
北
の
五
か
村
は

陸
の
孤
島
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昭
和
２９
（
１
９
５
４
）
年
に
は
幕
の
内

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
県
下
初
の
有
料
道

路
（
昭
和
４４
年
に
無
料
と
な
っ
た
）
と
し
て

山
県
郡
の
東
西
合
流
点
、
さ
ら
に
山
陽
と

山
陰
を
結
ぶ
強
力
な
役
割
を
果
た
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
舟
運
の
起
源
は
中
世
（
１
３
０

０
〜
１
５
０
０
年
）
頃
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
〜
戦
国
時
代
ま
で
は
荘
園
領
主
や
武

将
の
経
営
が
優
先
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
舟
運
で

村
で
は
可
部
を
経
由
し
諸
物
資
の
供
給
が

行
わ
れ
、
宇
津
地
区
は
近
世
か
ら
近
代
に

か
け
、
旧
安
佐
郡
北
部
、
山
県
東
部
の
米
・

麦
・
薪
・
炭
等
の
積
み
出
し
港
と
し
て
栄

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
田
川
に
沿
っ
て
旧
国
鉄
可
部

線
の
可
部
〜
飯
室
間
が
昭
和
１１（
１
９
３
６
）

年
に
開
通
し
、
同
２１
（
１
９
４
６
）
年
に
は

布
地
区
ま
で
延
伸
し
ま
し
た
。
山
陽
と
山

陰
を
結
ぶ
鉄
道
と
し
て
明
治
時
代
か
ら
計

画
が
あ
り
、
さ
ら
に
延
伸
工
事
は
進
め
ら

れ
同
２９
（
１
９
５
４
）年
に
は
加
計
、
同
４４

（
１
９
６
９
）年
に
は
三
段
峡
ま
で
開
通
。

し
か
し
、
自
家
用
車
が
普
及
し
赤
字
を
理

由
に
平
成
１５
（
２
０
０
３
）
年
に
可
部
〜
三

段
峡
間
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
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観音堂
かんのんどう

この地太田川の船頭泣かせの難所「獅子走り」

の川中から引き揚げられた石が御神体。言い

伝えでは、庄屋さんの夢枕に立ったとのこと。

この宇津地区は昔から水害が多くあり、春祭り

では水難祈願も行っている。

舟運の安全を祈願
地元では「観音さん」

33

旧 JR 安芸飯室駅
きゅうじぇいあーるあきいむろえき

旧国鉄可部線は昭和１１（１９３６）年１０月に

開通。昭和２０年代は木材を運んだ貨物列車

が中継駅としてこの駅も利用された。昭和４６

（１９７１）年３月まで蒸気機関車が運行されて

いた。平成１５（２００３）年に廃線。

国鉄可部線は昭和１１年開通
惜しまれつつ平成１５年廃線

;

宇津孫右衛門の墓
うずまごうえもんのはか

この墓は戦国末期から安土桃山時代の物だと

鑑定された。伝えによれば、宇津氏は数百年宇

津地区に住んで相当羽振りをきかしていたらし

い。「郡中国郡志」によると、宇津氏にちなみ地

名を「宇津」とした。

豪族なのか領主なのか？
地名の由来となった

32

浄国寺
じょうこくじ

もとは真言宗で永正９（１５１２）年、正学によ

り開基。天文２（１５３３）年、釈得了により浄土

真宗に改宗。享保５（１７２０）年、に草葺きで

現在と同等の物が再建。大正１４（１９２５）年、

現在の伽藍を再建。

:

かつては森山の山頂に在った
境内の石垣は築城様式

薬師堂
やくしどう

１７５１～１７９０年（宝暦～天明）の頃、上畠に

山津波がおこり、浄巖寺や多数の民家が流さ

れてしまった。後に浄巖寺付近から薬師如来像

が出土。現在地にお堂を建て祀ったのがはじま

り。

9

災害で被災した人を祀る
近くには戦死者供養の塚も

大歳神社
おおとしじんじゃ

神主河野家先祖が上畠地区へ住居を定めたと

き、天保１０（１８３９）年か天保１１（１８４０）

年ころ勧請したものか、もともと上畠地区に祀

られていたものなのか定かでない。

8

神主河野家が勧請か
いつ当地に祀られたか不明

旧ＪＲ安芸飯室駅ホーム跡に咲く桜

宇津孫右衛門屋敷跡→

晩湿"うもわ

生砂神社
うぐすなじんじゃ

天正１７（１５８９）年、毛利輝元が広島城を建

築する年から遡ること数百年以前に勧請した

ものらしいとの言い伝えがある。

7

古くからの産宮、産砂社
神社形態の初期のものか

龍王神社（水神社）
りゅうおうじんじゃ（すいじんじゃ）

建久３（１１９２）年、飯室の笹ヶ丸地区（不明）

に奉斎。後、現在の地に遷宮。往古は社号を亀

甲山と称えその後龍王山と改称、更に明治４

（１８７２）年、水神社と改称したものである。

6

鎌倉幕府成立時期に祭神来る
往古から改称を繰り返す

正念寺
しょうねんじ

江戸の初期、僧浄照が真言宗正念院として綾

ケ谷に建立。享保１５（１７３０）年、正山が浄土

真宗に改宗し正念寺と改め猪の子地区に移

築。時は不明「狭い地域に二ヶ寺はいらぬ」とい

うことで、正念寺が残った。

5

古寺を凌いで建てられた
可部の綾ケ谷から移築

古くは真言宗で、明応８（１４９９）年に順知が

水主町へ開基する。のち、浄土真宗に転じ飯室

上手の寺山に本堂を建立。文政１１（１８２８）年、

二層の山門を建て現在地に移る。

当地最古の浄土真宗寺院
木造如来坐像は市の重要文化財

養専寺
ようせんじ

4

木造如来坐像
もくぞうにょらいざぞう

本堂にどっしりとした重量感のある木造如来

座像が安置されている。作りは、一木造（頭部と

体部が一本の木から彫り出す技法）の像で、彫

法や衣文の刀法から平安時代のものと思われ

ます。市指定重要有形文化財（平成５年）

土井泉神社
どいいずみじんじゃ

この境内は１３００年代後半頃から、三須氏の

居城であった。時は不詳、三須氏は帰農し、こ

の地はしばらく空地となったはず。天承元（１１

３１）年、甲斐国より宇津に勧請され、宇津八幡

として建立された。時不詳、宇津の地より、この

泉山に遷宮された。

飯室を鎮守する高位の社
土居城主三須氏の居城跡

3

うもわ"晩湿
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現在と同等の物が再建。大正１４（１９２５）年、

現在の伽藍を再建。

:

かつては森山の山頂に在った
境内の石垣は築城様式

薬師堂
やくしどう

１７５１～１７９０年（宝暦～天明）の頃、上畠に

山津波がおこり、浄巖寺や多数の民家が流さ

れてしまった。後に浄巖寺付近から薬師如来像

が出土。現在地にお堂を建て祀ったのがはじま

り。

9

災害で被災した人を祀る
近くには戦死者供養の塚も

大歳神社
おおとしじんじゃ

神主河野家先祖が上畠地区へ住居を定めたと

き、天保１０（１８３９）年か天保１１（１８４０）

年ころ勧請したものか、もともと上畠地区に祀

られていたものなのか定かでない。

8

神主河野家が勧請か
いつ当地に祀られたか不明

旧ＪＲ安芸飯室駅ホーム跡に咲く桜

宇津孫右衛門屋敷跡→

晩湿"うもわ

生砂神社
うぐすなじんじゃ

天正１７（１５８９）年、毛利輝元が広島城を建

築する年から遡ること数百年以前に勧請した

ものらしいとの言い伝えがある。

7

古くからの産宮、産砂社
神社形態の初期のものか

龍王神社（水神社）
りゅうおうじんじゃ（すいじんじゃ）

建久３（１１９２）年、飯室の笹ヶ丸地区（不明）

に奉斎。後、現在の地に遷宮。往古は社号を亀

甲山と称えその後龍王山と改称、更に明治４

（１８７２）年、水神社と改称したものである。

6

鎌倉幕府成立時期に祭神来る
往古から改称を繰り返す

正念寺
しょうねんじ

江戸の初期、僧浄照が真言宗正念院として綾

ケ谷に建立。享保１５（１７３０）年、正山が浄土

真宗に改宗し正念寺と改め猪の子地区に移

築。時は不明「狭い地域に二ヶ寺はいらぬ」とい

うことで、正念寺が残った。

5

古寺を凌いで建てられた
可部の綾ケ谷から移築

古くは真言宗で、明応８（１４９９）年に順知が

水主町へ開基する。のち、浄土真宗に転じ飯室

上手の寺山に本堂を建立。文政１１（１８２８）年、

二層の山門を建て現在地に移る。

当地最古の浄土真宗寺院
木造如来坐像は市の重要文化財

養専寺
ようせんじ

4

木造如来坐像
もくぞうにょらいざぞう

本堂にどっしりとした重量感のある木造如来

座像が安置されている。作りは、一木造（頭部と

体部が一本の木から彫り出す技法）の像で、彫

法や衣文の刀法から平安時代のものと思われ

ます。市指定重要有形文化財（平成５年）

土井泉神社
どいいずみじんじゃ

この境内は１３００年代後半頃から、三須氏の

居城であった。時は不詳、三須氏は帰農し、こ

の地はしばらく空地となったはず。天承元（１１

３１）年、甲斐国より宇津に勧請され、宇津八幡

として建立された。時不詳、宇津の地より、この

泉山に遷宮された。

飯室を鎮守する高位の社
土居城主三須氏の居城跡

3

うもわ"晩湿



〔丞〕
三谷地区から見た牛頭山。

山頂は東西二つの峰からなる。

左奥に見える東峰を「飯室牛頭」、

右手前の西峰を「小河内牛頭」と呼ぶ

〔烏〕
旧小河内小学校から見た滝山

500ｍ0

万福寺

:

滝山
（692.4m）

牛頭山
東峰

（672.4m）

牛頭山
西峰

（689.0m）

小河内郵便局

小
河
内
川

旧小峠小学校跡

廃村 沢田

廃村 高野

7広島市青少年野外活動センター・こども村

5棚田と石垣

黒瀬の水車

6

殿之城霊神社

4

安楽寺・西福寺

3

養山八幡神社8

旧小河内小学校

滝山

中国自
動車道

至北広島

牛頭山

［地図のマーク］ 神社 寺院

三谷地区

中国自
動車道
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地
名
の
由
来
は
、
こ
の
地
に
小
河
内
氏

が
い
た
こ
と
か
ら
「
小
河
内
」
と
名
付
け

ら
れ
た
と
い
う
説
（
そ
の
昔
、
豪
族
と
い

わ
れ
る
者
の
ほ
と
ん
ど
が
居
住
地
の
地
名

と
密
接
な
関
り
合
い
を
持
っ
て
い
た
か

ら
）
の
他
、
和
名
抄
（
平
安
時
代
の
書
物
）

に
は
安
芸
郡
河
内
郷
を
こ
の
地
に
比
定
す

る
説
が
あ
り
、
地
形
的
に
み
て
小
さ
な
河

内
郷
と
し
、
「
小
河
内
」
と
な
っ
た
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

広
島
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
牛
頭
山

（
６
８
９
・
０
ｍ
）
と
滝
山
（
６
９
２
・
４
ｍ
）

に
囲
ま
れ
、
太
田
川
と
小
河
内
川
が
流
れ

る
農
村
の
原
風
景
が
今
も
残
っ
て
い
ま

す
。

　

牛
頭
山
の
南
側
に
今
は
廃
村
と
な
っ
た

高
野
地
区
と
沢
田
地
区
。
こ
こ
か
ら
小
河

内
は
開
け
て
行
っ
た
と
地
区
の
古
老
の
言

い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
国
時
代
に
現
代
の
我
々
が
当
時
を
偲

ぶ
こ
と
が
で
き
る
史
跡
等
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
安
楽
寺
、
養
山
八
幡
神
社
。
そ
し
て
、

小
河
内
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
小
河
内
弥
太

郎
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
牛
頭
城
、
殿
之
城
、

西
福
寺
。
小
河
内
弥
太
郎
は
小
河
内
氏
１３

代
目
の
城
主
（
居
城
は
牛
頭
城
）
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
牛
頭
城
に
は
銀

山
城
（
安
芸
武
田
氏
）
の
兄
を
思
い
居
城

せ
ず
、
殿
之
城
を
築
城
す
る
。
そ
の
後
、

毛
利
側
吉
木
（
現
北
広
島
町
）
の
笠
間
氏

の
謀
計
に
よ
り
殿
之
城
に
火
を
か
け
ら

れ
、
当
時
１８
歳
の
弥
太
郎
は
西
福
寺
で
家

老
の
説
得
に
よ
り
自
刃
。
二
人
の
家
臣
も

そ
れ
に
続
い
た
。
亡
骸
を
葬
っ
た
場
所
に

今
も
殿
之
城
霊
神
社
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
に
な
り
、
昭
和
４０
年
代
半
ば
に
は

安
佐
町
で
い
ち
早
く
過
疎
化
が
進
み
廃
村

（
高
野
地
区
、
沢
田
地
区
）
が
出
ま
し
た
。

旧
小
河
内
小
学
校
の
児
童
数
は
最
も
多
い

昭
和
２０
（
１
９
４
５
）
年
に
約
３
５
０
人

で
し
た
が
、
廃
校
と
な
っ
た
平
成
１５
（
２

０
０
３
）
年
に
は
１５
人
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
て
か
、
地
域
住

民
の
方
々
の
深
い
郷
土
愛
と
強
い
絆
に
よ

り
地
域
の
貴
重
な
伝
統
芸
能
（
吹
き
囃
子
）

や
文
化
財
、
そ
し
て
生
活
環
境
な
ど
を
大

切
に
保
存
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
次
世

代
に
受
け
継
が
れ
る
よ
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｏ

（
オ
ー
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

小
河
内
の
行
事
、
都
市
部
と
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
、
郷
土
料
理
や
炭
づ
く
り
な
ど
の
講

習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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（692.4m）

牛頭山
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（672.4m）

牛頭山
西峰

（689.0m）

小河内郵便局

小河内川

旧小峠小学校跡

廃村 沢田

廃村 高野

広島市青少年野外活動センター・こども村

棚田と石垣

黒瀬の水車

殿之城霊神社 安楽寺・西福寺

養山八幡神社

旧小河内小学校

滝山

中国自動
車道

至北広島

牛頭山

［地図のマーク］ 神社 寺院

三谷地区

中国自動
車道
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と
関
わ
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の
あ
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牛
頭
城
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殿
之
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、

西
福
寺
。
小
河
内
弥
太
郎
は
小
河
内
氏
１３

代
目
の
城
主
（
居
城
は
牛
頭
城
）
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
牛
頭
城
に
は
銀

山
城
（
安
芸
武
田
氏
）
の
兄
を
思
い
居
城

せ
ず
、
殿
之
城
を
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城
す
る
。
そ
の
後
、

毛
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現
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の
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の
謀
計
に
よ
り
殿
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城
に
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け
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、
当
時
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の
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太
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は
西
福
寺
で
家

老
の
説
得
に
よ
り
自
刃
。
二
人
の
家
臣
も

そ
れ
に
続
い
た
。
亡
骸
を
葬

た
場
所
に

今
も
殿
之
城
霊
神
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が
建

て
い
ま
す
。

　

昭
和
に
な
り
、
昭
和
４０
年
代
半
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に
は

安
佐
町
で
い
ち
早
く
過
疎
化
が
進
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廃
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（
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野
地
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、
沢
田
地
区
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が
出
ま
し
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。

旧
小
河
内
小
学
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の
児
童
数
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最
も
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昭
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１
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３
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で
し
た
が
、
廃
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と
な

た
平
成
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（
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１
５
）
年
に
は
１５
人
で
し
た
。
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絆
に
よ

り
地
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貴
重
な
伝
統
芸
能
（
吹
き
囃
子
）

や
文
化
財
、
そ
し
て
生
活
環
境
な
ど
を
大

切
に
保
存
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
次
世

代
に
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継
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れ
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よ
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ク
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。



広島市青少年野外活動センター・こども村
ひろしましせいしょうねんやがいかつどうせんたー・こどもむら

標高４００ｍの林間に７７ｈａの敷地が広が

り、多目的広場や研修・宿泊棟、キャンプ場、

体育館、工作館、実習農場、牧場などの施設が

あります。オリエンテーリング、星空観察、農業

体験など自然を活かした活動が可能です。

7

キャンプ、農場、牧場、星空観察等
自然を活かした体験活動が充実

滝山

標高６９２．4ｍ。小河内で最も高い山。

明見谷や楓原方面から眺める姿は「小河内

富士」と呼ばれるほど富士山に似て、とて

も美しい。登山途中の標高５００ｍ付近の

鉄塔辺りから安芸大田町、北広島町の山並

みが望める。

黒瀬の水車

平成 23（2011）年頃に作られたものであ

る。敷地内にある蔵には多種の仏像が展示

され、施主がいれば見学することができ

る。

太田川から牛頭山系に連なる標高３００ｍ

の山の中腹に、南東から南西に向かって

なだらかに広がる丘陵にあった。丘陵の前

面に小さな山が２つ並ぶ静かな隠れ里と

言った感じである。平家の落人伝説があ

り、それを裏付けるように平家の守護神た

る祠が残る。

廃村 沢田

旧小河内小学校は明治７（１８７４）年、堂原河内地区に、旧小峠

小学校は明治８（１８７５）年、小峠地区に開かれた。明治２０年

代に小学校の体裁を整え、明治２７（１８９４）年に旧小河内小

が、旧小峠小は同２８（１８９５）年に校舎を建設。

昭和４６（１９７１）年に旧小峠小学校は旧小河内小学校に統合。

平成２７（２０１５）年に旧小河内小学校も閉校となった。

旧小河内小学校
きゅうおごうちしょうがっこう

8

かつての学び舎
棚田の中の小学校

万福寺
まんぷくじ

その昔、備後の国の池原壽右衛門が矢ヶ谷地区

に出家して前寺を龍華院と称した。門徒の協力

で明治３３（１９００）年、広島市猫屋町明教寺下黄

檗山万福寺の寺号を買い受け辻堂中地区に移

転。昭和７（１９３２）年改修し現在地に移転した。

移転を繰り返し
昭和になり現地へ

:

殿之城霊神社
とのんじょうれいじんじゃ

小河内の歴史の中心人物である小河内弥太郎を

祀る鎮魂の神社。境内には斬首した首を祀った

首塚と供養のために家臣が植えたといわれる大

きな松の跡と墓がある。ここより約３００ｍ登った

所に、弥太郎の居城である藤之城跡もある。

6

語り継がれる地元史の雄
小河内弥太郎鎮魂の社

小河内弥太郎を供養する墓碑

旧小河内小学校の校舎 旧小峠小学校跡の石碑

旧小峠小学校跡
きゅうことうげしょうがっこうあと

9

尚珂凪"がぎえっ

昭和４６年当時の沢田

棚田と石垣
たなだといしがき

山間部での農耕地確保のために、石垣を積ん

で開墾された棚田。その高い石垣は、草を取り

やすくするように「足場」を石で築いています。

石垣職人の技と農村文化が残る風景です。

5

当時の苦心がうかがえる
今も残る農村の原風景

安楽寺は上三根地区に天文元（１５３２）年、僧順教によっ

て開基した真言宗の寺院。その後（時代不詳）現在地に移

転し、寛永７（１６３０）年に浄土真宗に改宗された。

西福寺（禅宗）は安楽寺向かって左側、明治時代の半ばに

小堂として建てられた。本尊は正観音座像、脇立に持国天

と多聞天。小河内弥太郎が悲運の最期を遂げた寺。

安楽寺・西福寺
あんらくじ・さいふくじ

宗派の異なる二寺が隣接
小河内弥太郎終焉の地

4

天文１７（１５４８）年に小河内村高野地区の古

八幡神社の御神体を遷座し建てられた。天正

年間（１５７３～１５９１）に全焼したが、天正１７

（１５８９）年に再建。秋季大祭で行われる「吹き

囃子行事」は２００年以上続く伝統行事。

「吹き囃子行事」平成９（１９９７）年「広島市重

要無形文化財」に指定

「社叢」昭和５３（１９７８）年「広島市指定天然

記念物」に指定

文化９（１８１１）年９月２７日、小河内村の氏子中に

て広島市塩屋町（現広島市中区大手町）の大工新

右衛門という人物から銀１貫２５０匁で三つの神

輿を買い求めた。この神輿を氏子中は小浜地区

まで出迎えたことが始まり。

養山八幡神社
ようざんはちまんじんじゃ

鎮守の杜は市の天然記念物
２００年以上続く伝統行事が有名

3

　

小
河
内
の
シ
ン
ボ
ル
、
小
河
内
弥
太
郎
に
ち
な
む

史
跡
を
見
て
、
地
区
の
原
風
景
の
一
つ
で
あ
る
棚
田

を
見
て
歩
き
ま
す
。

据吸Ⅻ5C効せ

吹き囃子行事（右下写真）
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牛頭山

標高６８９．０ｍ。東峰と西峰があり、西峰に

牛頭城跡がある。眺望は、この地と関係の

ある武田山（安佐南区祇園）を望むことが

できる。

晴天時には、はるか宮島まで見えることが

ある。

牛頭山
東峰

（672.4m）

広島市青少年
野外活動センター
こども村

牧場

農場

牛頭山
西峰

（689.0m）

登山口

がぎえっ"尚珂凪



広島市青少年野外活動センター・こども村
ひろしましせいしょうねんやがいかつどうせんたー・こどもむら

標高４００ｍの林間に７７ｈａの敷地が広が
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あります。オリエンテーリング、星空観察、農業

体験など自然を活かした活動が可能です。

7

キャンプ、農場、牧場、星空観察等
自然を活かした体験活動が充実

滝山

標高６９２．4ｍ。小河内で最も高い山。

明見谷や楓原方面から眺める姿は「小河内
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黒瀬の水車
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廃村 沢田

旧小河内小学校は明治７（１８７４）年、堂原河内地区に、旧小峠
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平成２７（２０１５）年に旧小河内小学校も閉校となった。

旧小河内小学校
きゅうおごうちしょうがっこう

8

かつての学び舎
棚田の中の小学校

万福寺
まんぷくじ

その昔、備後の国の池原壽右衛門が矢ヶ谷地区
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移転を繰り返し
昭和になり現地へ

:

殿之城霊神社
とのんじょうれいじんじゃ

小河内の歴史の中心人物である小河内弥太郎を

祀る鎮魂の神社。境内には斬首した首を祀った
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所に、弥太郎の居城である藤之城跡もある。

6

語り継がれる地元史の雄
小河内弥太郎鎮魂の社

小河内弥太郎を供養する墓碑

旧小河内小学校の校舎 旧小峠小学校跡の石碑

旧小峠小学校跡
きゅうことうげしょうがっこうあと

9

尚珂凪"がぎえっ

昭和４６年当時の沢田

棚田と石垣
たなだといしがき

山間部での農耕地確保のために、石垣を積ん

で開墾された棚田。その高い石垣は、草を取り

やすくするように「足場」を石で築いています。

石垣職人の技と農村文化が残る風景です。

5

当時の苦心がうかがえる
今も残る農村の原風景
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小堂として建てられた。本尊は正観音座像、脇立に持国天

と多聞天。小河内弥太郎が悲運の最期を遂げた寺。

安楽寺・西福寺
あんらくじ・さいふくじ

宗派の異なる二寺が隣接
小河内弥太郎終焉の地

4

天文１７（１５４８）年に小河内村高野地区の古

八幡神社の御神体を遷座し建てられた。天正

年間（１５７３～１５９１）に全焼したが、天正１７

（１５８９）年に再建。秋季大祭で行われる「吹き

囃子行事」は２００年以上続く伝統行事。

「吹き囃子行事」平成９（１９９７）年「広島市重

要無形文化財」に指定

「社叢」昭和５３（１９７８）年「広島市指定天然

記念物」に指定

文化９（１８１１）年９月２７日、小河内村の氏子中に

て広島市塩屋町（現広島市中区大手町）の大工新

右衛門という人物から銀１貫２５０匁で三つの神

輿を買い求めた。この神輿を氏子中は小浜地区

まで出迎えたことが始まり。

養山八幡神社
ようざんはちまんじんじゃ

鎮守の杜は市の天然記念物
２００年以上続く伝統行事が有名

3
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久地の小学校の沿革

明治１３年　設立
昭和４５年　久地小学校と統合

明治２１年　設立
昭和４０年　旧宇賀小学校分校となる
昭和４４年　旧宇賀小学校と統合

明治９年　　設立
昭和４６年　久地小学校と統合

旧宇賀小学校
う　が

旧高山（高原）小学校
たか やま たか はら

旧魚切小学校
うお きり

※各小学校の沿革は「百年誌　くち」から引用
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１４５年の歴史がある久地小学校（令和元年６月撮影）

平成３０年１１月撮影

明治７年　　久地村に啓蒙社として創立
明治４１年　水口尋常小学校と魚切尋常
　　　　　　小学校を合併、
　　　　　　久地尋常小学校を創立
昭和４５年　宇賀小学校を統合
昭和４６年　魚切分校を統合
昭和５６年　久地南小学校新設

令和２年４月　飯室小学校と統合

久地小学校
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久地北・太田川げんき村
くちきた・おおたがわげんきむら

気軽に訪れることのできる地域に開かれた施設。「山野草を食べる会」

「ホタルの夕べ」「しめ縄づくり」「梅の剪定」「手打ちそばづくり」等を行っ

ている。ウォーキングのスタート地点としても利用可能。

9

季節ごとの自然を生かした体験活動ができる
ウォーキングの拠点としての利用も

宇賀ダム
うがだむ

宇賀峡入口にある。取水は上流の高山川の他、

太田川上流の吉ヶ瀬発電所からと水内川から地

下トンネルでダムに流れ込んでいる。ダムからは

再び、トンネルで間野平発電所へ流れている。

:

水力発電用に造られたダム
水内川からも流れ込む

完成　昭和 34（1959）年

堤高　31.5ｍ　

堤長　108ｍ

宇賀峡
うがきょう

宇賀ダムから高山川沿いを約６ｋｍ進むと高山

地区へ着く。高山川には太田川漁協が毎年、ヤマ

メを放流し、4月1日の解禁日には多くの釣り人

が腕をふるっている。

;

高山川沿いに自然豊かな峡谷
渓流にはヤマメや山野草も

旧高山小学校跡

正法寺
しょうほうじ

住職が亡くなり、現在は地区の住民によって管理されている。境内から宇

賀ダムや田んぼを眺めることができる。裏手の石段（右下の写真）を上った

ところに観音堂（右上の写真）がある。

32

地区の住民が管理
境内からは宇賀ダムを臨める

宇賀大橋
うがおおはし

宇賀大橋は太田川にかかる吊り橋。すぐそばには、廃線となった

旧ＪＲ可部線の長い鉄道橋（右の写真手前）が残っている。また、

太田川の真ん中には黒い浮石、通称「小河内ザウルス」（右下の写

真）がある。

33

太田川に架かる赤い吊り橋
木製の床板からの眺めは絶景

久地冠山
くちかんむりやま

標高５７２．６ｍ。登山道は分かりやすいが、急坂な

ところが多くある。間野平発電所そばから登り、下

山は途中から宇賀ダム側へ下りる道もある。いろ

いろな景色の変化を楽しむには良いコース。

34

急坂が続く中級者コース
山頂直下の岩場は要注意

（橋の長さ）　140.5ｍ
（高さ制限）　3.5ｍ　（重量制限）　1ｔ

休恥"け"っ
久地に金山があった頃の６５０年前に建立された。建物

は明治２２（１８８９）年頃に改修され、現在に至る。

第二次世界大戦中、日本軍が、松の木から油分を採って

航空燃料を抽出していた。この西正寺の庭の松からも取

られた名残りが今もある。

６５０年の歴史
庭の松の木から航空燃料へ

西正寺
さいしょうじ

3

西正寺の庭の松

航空燃料用に油分を採った

傷跡が残る

水口神社
みずぐちじんじゃ

元々は、川井北原古八幡にあったが、社殿が火

災にあい、３００年に現在地に再建されたとい

う記録が残る。毎年、神社の夏越祭りが７月最

終週日曜日に、秋祭りは１０月第２週の土日に

開かれ、神楽が上演されている。

３００年前に移転再建
夏と秋に祭り

4

ひろしま市民の里＠安佐
ひろしましみんのさと　あさ

市民が、いつでも自由に参加して、農業、林業な

ど農村文化を体験することができる。

荒れ地の開墾、里山の整備、米や野菜の栽培、

農産物の加工、農村文化の体験、里山の自然体

験などができる。

農村文化の体験施設
野菜栽培、里山整備、自然体験等

7
大正14（1925）年完成　9,500 kW

昭和34（1959）年増設 15,000 kW

　　　　　　　　計　24,500 kW出力

間野平発電所
まのひらはつでんしょ

発電は、宇賀ダム経由と津伏堰堤

～宇賀ダム前の水路橋経由の２系

統で発電所まで送られてきた水の

落水で行っている。

落水した水は、さらに地下を通って

太田川発電所まで送られる。

完成は大正時代
宇賀ダムからの水で発電

8

太田川から発電所への水路橋

明法寺
みょうほうじ

今から４００年前に本願寺顕如の

弟子が出家し、久地北原地区に建

立したといわれている。

寺の庭には樹齢約３００年の松が

経蔵の下を這うように生えていた。

残念ながら枯れたが、残木は門徒

により大切に保管されている。

名物の樹齢約３００年の松
枯れても門徒が保管

6

明法寺の庭の松　

在りし日の姿

ふれあいの里 三国 花みどり公園
ふれあいのさと みくに はなみどりこうえん

安佐町は昭和３０年代後半に「緑と詩の町」とし

て自然休養村づくりをしてきた。公園内には、

「シャクナゲの国」「わんぱくの国」と名付けられ

た場所やグラウンドゴルフ場があり、「わんぱく

の国」には「見晴らしの丘」やドッグランがある。

西日本有数のシャクナゲが咲く
花木や鉢花、園芸用品の販売も

5

け"っ"休恥
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広
島
自
動
車
に
あ
る
高
速
バ
ス
の
久
地

停
留
所
近
く
に
自
動
車
道
を
横
切
る
城
下

橋
と
い
う
高
架
橋
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
橋

よ
り
岳
山
頂
上
に
向
か
う
登
山
道
の
途
中

に
貯
水
池
が
あ
り
、
そ
の
近
く
の
国
有
林

内
に
千
年
杉
が
あ
り
ま
す
。

　

急
傾
斜
地
に
立
ち
、
地
上
約
２
ｍ
か
ら

４
ｍ
の
位
置
で
台
杉
型
に
株
立
と
な
る
。

主
な
幹
は
７
本
あ
り
、
枝
を
多
数
分
か
ち

東
西
と
南
北
に
そ
れ
ぞ
れ
約
１８
ｍ
の
枝
張

り
の
あ
る
、
円
錐
形
状
の
樹
冠
を
な
し
て

い
ま
す
。

　

樹
高
は
４０
・
３
ｍ
、
胸
高
幹
周
１２
・
２

ｍ
（
主
幹
の
幹
周
４
・
７
ｍ
）
、
根
本
周
囲

８
・
１５
ｍ
と
測
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
く

に
寄
っ
て
み
る
と
さ
す
が
に
大
き
く
、
圧

倒
さ
れ
る
よ
う
な
神
秘
さ
が
漂
っ
て
い
ま

す
。
樹
齢
は
６
０
０
年
か
ら
７
０
０
年
と

推
定
さ
れ
、
現
在
広
島
県
３
位
の
巨
杉
で

あ
る
と
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
千
年
杉
は
、
昔
か
ら
巨
杉
あ
り
と

口
伝
え
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

１６
年
久
地
南
岳
山
の
会
の
会
員
に
よ
っ
て

存
在
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
登

山
道
の
名
物
と
し
て
整
備
さ
れ
登
山
道
口

か
ら
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

来
訪
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
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久
地
南
地
区
は
、
昭
和
５６
年
に
久
地
南

小
学
校
が
開
校
し
た
こ
と
で
、
久
地
南
学

区
が
誕
生
し
ま
し
た
。
古
く
か
ら
あ
る
境

原
地
域
、
幸
ノ
神
地
域
、
魚
切
地
域
、
小

野
原
上
地
域
と
、
新
し
い
団
地
の
瀬
戸
内

ニ
ュ
ー
ハ
イ
ツ
、
南
が
丘
、
く
す
の
木
台

の
各
団
地
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
に
荒
谷
山
、
西
に
岳
山
、
北
西
に
尻

高
山
が
見
え
ま
す
。
上
空
か
ら
見
る
と
、

山
を
切
り
開
い
て
瀬
戸
内
ニ
ュ
ー
ハ
イ

ツ
、
南
が
丘
、
く
す
の
木
台
の
各
団
地
が

造
ら
れ
た
様
子
が
分
か
り
ま
す
。

　

境
原
地
域
、
幸
ノ
神
地
域
と
瀬
戸
内

ニ
ュ
ー
ハ
イ
ツ
の
方
か
ら
嶽
川
が
流
れ
、

魚
切
地
域
で
吉
山
川
に
合
流
し
、
太
田
川

に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

　

県
道
３８
号
線
（
久
地
通
り
）
が
、
南
の

安
佐
南
区
伴
方
面
か
ら
北
の
布
地
区
方
面

に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

広
島
自
動
車
道
が
通
っ
て
お
り
、
高
速

バ
ス
の
久
地
停
留
所
、
久
地
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。
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南
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に
は
現
在
、
１
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が
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す
。

　

広
島
自
動
車
道
が
通
っ
て
お
り
、
高
速

バ
ス
の
久
地
停
留
所
、
久
地
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

　

久
地
南
地
区
に
は
現
在
、
１
９
２
５
世

帯
が
あ
り
、
約
４
２
０
０
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
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恵比寿（道下恵比寿）神社
えびす（みちしたえびす）じんじゃ

【祭神】　事代主神　（境原）

【例祭】　１１月１５日（現２３日）

【いわれ】　

作物の守護神として祀り、境原道下神社とし

た。

6

作物の守護神
毎年秋に例祭

青坂明神社
あおさかみょうじんじゃ

昔、お姫様が家臣と一緒に通られ、その時お姫

様が「ここに谷が百あれば住まいする」と申さ

れたので家臣が数えたところ、九十九の谷しか

なく家臣の一人が住み、お姫様を神としてお祀

りしたといわれている。

7

九十九の谷しかなく
家臣が姫を神として祀った

胡子（幸の神）神社
えびす（さいのかみ）じんじゃ

悪霊の侵入を防ぐ神・旅の安全を守る神とい

われ、村境・垰などに祀られた神社と、牛市の

繁盛を祈って祀られた恵比寿神社を一つにし

て昭和４１（１９６６）年に今の場所に移った。

8

悪霊の侵入を防ぐ神様
牛の市の繁盛祈願を合祀

石灯籠と灸（医）者
いしどうろうときゅう（い）しゃ

昔、中田地区（今の小野原上地区あたり）に灸

（医）者がいて、遠方から多くの人々が治療に訪

れていた頃の道標として建てられたと伝わって

いる。

9

灸治療院への案内
遠方から治療へ訪れた

程落神社
ほどおちじんじゃ

【祭神】　宇気持神・大年神・少名彦神

【いわれ】　

古くから、中田、程落、横田の三地区の農耕の

守護神として祀られた神社。

:

三地区の農耕を守護する
五穀豊穣、家内安全の神

魚切神社
うおきりじんじゃ

魚切地区には小さな神社が散在していた。昭和

１５（１９４０）年、三つの神社を合祀して今の

所に移した。ご神体は石と金と刀。

;

散在の社を一か所に合祀
石と金と刀がご神体

道標（石碑）
どうひょう（せきひ）

阿戸（戸山）地区（現安佐南区沼田町阿戸）へ

の分れ道の道標。

32

幾年も往来を見続けた
分かれ道に立つ道標吉山川の大岩（どんどん）

よしやまがわのおおいわ（どんどん）

吉山川にある落差約２ｍの滝。魚切地区の由来

となった。

地元では「どんどん」と呼ばれている。

33

魚の遡上を拒む滝
地区名の由来にも

八つ手観音
やつでかんのん

弁才天社（魚切神社に合祀される前の神社）が

あったところにある。昔この辺りの宗派が、真

言宗であった名残。

34

合祀されてもなお
当地に残る観音様

休恥軟"けっめぬめ

岳城跡
だけじょうあと

岳山（標高521.5ｍ）の山頂にあり、久地・阿

戸・伴の三か村の界にあり、「芸藩通志」によ

ると武田弾正が築いた城跡。城跡には、平らな

ところが１段あり城郭の跡と思われる。

写真は城跡から安佐南区伴方面の眺望。

安芸武田氏の一族が築いた山城
城郭跡が当時を偲ばせる

3千年杉
せんねんすぎ

幹周１２．２ｍ、高さ４０．３ｍの大杉。岳山登山口

より、３００ｍ上の貯水池の近くにある。樹齢は

６００年から７００年と推定され現在広島県３

位の巨杉であると認定を受けている。

樹齢６００年以上
県内３位の巨木

4高森先生のお墓（高月塚）
たかもりせんせいのおはか（たかつきづか）

昔この辺りで体術（柔道）の先生が道場を開い

ていた。名前は高月吉半といわれているが、は

っきりしていない。今ある「高森先生」のお墓と

考えられている。

地元で道場を開設
体術（柔道）の先生

5

久地郵便局

岳山
（521.5m）

500ｍ0

吉
山
川

吉山川の大岩（どんどん）33

34 八つ手観音
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;
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石灯籠と灸（医）者

:
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昔、中田地区（今の小野原上地区あたり）に灸
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１５（１９４０）年、三つの神社を合祀して今の

所に移した。ご神体は石と金と刀。
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位の巨杉であると認定を受けている。

樹齢６００年以上
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4高森先生のお墓（高月塚）
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昔この辺りで体術（柔道）の先生が道場を開い

ていた。名前は高月吉半といわれているが、は

っきりしていない。今ある「高森先生」のお墓と
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毛木公会堂
けぎこうかいどう

大正時代に建てられ、地域の唯一の集会施設

として利用されてきた。集会所ができた現在も

周辺地域のコミュニティーの場として活用され

ている。Ⓟあり

5

大正時代の姿を今に残す
地域の集会施設

旧日浦西小学校跡
きゅうひうらにししょうがっこうあと

明治７（１８７４）年に開校した小学校だが、平

成２０（２００８）年に１３４年の幕を閉じた。

跡地では地区運動会やグラウンドゴルフ等に

利用されている。

4

人口減少の波にのまれ閉校
跡地では地区運動会等を開催

毛木集会所
けぎしゅうかいしょ

旧日浦西小学校の跡地に平成２２（２０１０）年に

建てられた。建物内には仏壇もあり、地域のコ

ミュニティーの場として活用されている。

Ⓟあり

3

小学校跡地に建てられた
地域コミュニティの場

毛木古城跡
けぎこじょうあと

毛木八幡神社のすぐ後方の山頂にあり、現在

でも平坦になっており、城跡が確認できる。毛

木小太郎の居城と言われる。

この城跡へ行くには後山の権現山からと毛木

の中村宅の裏から行くことができる。

8

毛木八幡神社の裏手
毛木小太郎の居城

毛木城跡
けぎじょうあと

戦国時代の武将、毛木民部の居城と言われて

いる。広島市教育委員会により調査が行われ、

郭の構成等が明らかになっている。民家のすぐ

近くであり見ることもできる。

9

戦国時代の山城跡
地元の毛木氏の居城

向因寺観音堂
こういんじかんのんどう

毛木の総田原地区にあり、言い伝えによると、

昔、太田川に流れ着いた観音様が見つかり、地

区の人で供養したのが始まりという。今でも観

音様が祀ってあり、毎年４月に地元の人たちが

お経をあげ、花見をしている。

7

太田川に流れ着いた観音様
地元が手厚く祀っている

延元2（１３３７）年の創建という。天文年間は領主民部大輔

の祈願所であったと言われる。その後、正保 2（１６４５）年に

再建され、現在に至っている。

毛木八幡神社
けぎはちまんじんじゃ

6

創建は室町時代初期　戦国武将の祈願所として栄える

毛木にはこれらの他、小祉が残さ

れており、主なものを上げると次

の通りである。

①若宮大幡神社（毛木深山口）

②恵比寿堂（才ノ原）

③薬師堂（毛木中組）

④住吉大明神（立野）

⑤恵比寿堂

　（毛木 3 区尾崎宅裏の山中）

また、才ノ原には JR 西日本広島

総合グラウンドがあり、野球場や

国際試合も可能なホッケー競技

場がある。

盲目"こぐ

　

毛
木
は
山
に
囲
ま
れ
、
太
田
川
と
そ
の

支
流
毛
木
川
の
流
域
に
位
置
し
、
西
毛
木

と
も
呼
ば
れ
現
在
、
約
９０
戸
の
集
落
で
す
。

　

毛
木
村
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
「
安
芸
国

国
衙
領
注
進
状
」
に
「
阿
土
毛
木
村
」
と

あ
り
、
阿
土
（
現
在
の
安
佐
南
区
沼
田
町

阿
戸
）
と
毛
木
村
を
合
わ
せ
て
国
衙
領
で

し
た
。
毛
木
村
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

２２
（
１
８
８
９
）
年
ま
で
の
村
名
で
、
元
和

５
（
１
６
１
９
）
年
の
「
安
芸
国
知
行
帳
」
で

は
「
け
木
村
」
と
あ
り
ま
す
。
明
治
２２
（
１

８
８
９
）
年
４
月
１
日
、
４
か
村
（
毛
木

村
外
３
村
）
が
合
併
し
新
し
い
村
名
は
日

浦
村
の
大
字
毛
木
と
な
り
ま
し
た
。
当
時

の
産
業
と
し
て
は
、
農
業
の
他
に
川
船
稼

業
、
紙
透
、
山
仕
事
の
ほ
か
焔
硝
も
産
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
葉
藍
の
栽
培
や
藩

の
簗
も
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
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最
近
で
は
、
毛
木
地
区
に
あ
っ
た
旧
日

浦
西
小
学
校
は
明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
の

開
校
以
来
１
３
４
年
も
の
歴
史
を
刻
み
、

平
成
２０
（
２
０
０
８
）
年
に
閉
校
し
ま
し
た
。

跡
地
を
利
用
し
て
集
会
所
が
新
築
さ
れ
、

自
治
会
等
各
団
体
の
行
事
を
実
施
す
る
な

ど
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
跡
地
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
地

区
民
運
動
会
等
を
開
催
し
、
特
に
昭
和
３０

年
代
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
会
は
６０
回
を
数

え
る
伝
統
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毛
木
は
道
幅
が
狭
く
カ
ー
ブ
が
多
い
た

め
歩
い
て
の
散
策
は
危
険
で
す
。
し
か
し
、

写
真
で
紹
介
し
て
い
る
場
所
に
つ
い
て
は

近
距
離
で
あ
り
、
危
険
な
所
は
わ
ず
か
で

す
。
毛
木
古
城
跡
に
つ
い
て
は
、
急
峻
な

地
形
で
あ
り
、
時
間
も
要
す
る
の
で
登
山

の
つ
も
り
で
行
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

毛
木
公
会
堂
（
③
）
へ
駐
車
し
、
個
々
を

拠
点
に
し
て
散
策
す
れ
ば
、
１
時
間
余
り

で
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

え
ん
し
ょ
う

は　

あ
い

や
な
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毛木公会堂
けぎこうかいどう

大正時代に建てられ、地域の唯一の集会施設

として利用されてきた。集会所ができた現在も

周辺地域のコミュニティーの場として活用され

ている。Ⓟあり

5

大正時代の姿を今に残す
地域の集会施設

旧日浦西小学校跡
きゅうひうらにししょうがっこうあと

明治７（１８７４）年に開校した小学校だが、平

成２０（２００８）年に１３４年の幕を閉じた。

跡地では地区運動会やグラウンドゴルフ等に

利用されている。

4

人口減少の波にのまれ閉校
跡地では地区運動会等を開催

毛木集会所
けぎしゅうかいしょ

旧日浦西小学校の跡地に平成２２（２０１０）年に

建てられた。建物内には仏壇もあり、地域のコ

ミュニティーの場として活用されている。

Ⓟあり

3

小学校跡地に建てられた
地域コミュニティの場

毛木古城跡
けぎこじょうあと

毛木八幡神社のすぐ後方の山頂にあり、現在

でも平坦になっており、城跡が確認できる。毛

木小太郎の居城と言われる。

この城跡へ行くには後山の権現山からと毛木

の中村宅の裏から行くことができる。

8

毛木八幡神社の裏手
毛木小太郎の居城

毛木城跡
けぎじょうあと

戦国時代の武将、毛木民部の居城と言われて

いる。広島市教育委員会により調査が行われ、

郭の構成等が明らかになっている。民家のすぐ

近くであり見ることもできる。

9

戦国時代の山城跡
地元の毛木氏の居城

向因寺観音堂
こういんじかんのんどう

毛木の総田原地区にあり、言い伝えによると、

昔、太田川に流れ着いた観音様が見つかり、地

区の人で供養したのが始まりという。今でも観

音様が祀ってあり、毎年４月に地元の人たちが

お経をあげ、花見をしている。

7

太田川に流れ着いた観音様
地元が手厚く祀っている

延元2（１３３７）年の創建という。天文年間は領主民部大輔

の祈願所であったと言われる。その後、正保 2（１６４５）年に

再建され、現在に至っている。

毛木八幡神社
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6

創建は室町時代初期　戦国武将の祈願所として栄える

毛木にはこれらの他、小祉が残さ

れており、主なものを上げると次

の通りである。

①若宮大幡神社（毛木深山口）

②恵比寿堂（才ノ原）

③薬師堂（毛木中組）

④住吉大明神（立野）

⑤恵比寿堂

　（毛木 3 区尾崎宅裏の山中）

また、才ノ原には JR 西日本広島

総合グラウンドがあり、野球場や

国際試合も可能なホッケー競技

場がある。
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毛
木
は
山
に
囲
ま
れ
、
太
田
川
と
そ
の

支
流
毛
木
川
の
流
域
に
位
置
し
、
西
毛
木

と
も
呼
ば
れ
現
在
、
約
９０
戸
の
集
落
で
す
。

　

毛
木
村
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
「
安
芸
国

国
衙
領
注
進
状
」
に
「
阿
土
毛
木
村
」
と

あ
り
、
阿
土
（
現
在
の
安
佐
南
区
沼
田
町

阿
戸
）
と
毛
木
村
を
合
わ
せ
て
国
衙
領
で

し
た
。
毛
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村
は
、
江
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時
代
か
ら
明
治
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（
１
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９
）
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で
、
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（
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６
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９
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安
芸
国
知
行
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」
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「
け
木
村
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と
あ
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ま
す
。
明
治
２２
（
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８
９
）
年
４
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日
、
４
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毛
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村
外
３
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）
が
合
併
し
新
し
い
村
名
は
日

浦
村
の
大
字
毛
木
と
な
り
ま
し
た
。
当
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の
産
業
と
し
て
は
、
農
業
の
他
に
川
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業
、
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透
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山
仕
事
の
ほ
か
焔
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産
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れ
ま
し
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ま
た
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設
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て
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と
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浦
西
小
学
校
は
明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
の

開
校
以
来
１
３
４
年
も
の
歴
史
を
刻
み
、

平
成
２０
（
２
０
０
８
）
年
に
閉
校
し
ま
し
た
。

跡
地
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利
用
し
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所
が
新
築
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れ
、

自
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等
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団
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施
す
る
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地
域
住
民
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
跡
地
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
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区
民
運
動
会
等
を
開
催
し
、
特
に
昭
和
３０

年
代
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
会
は
６０
回
を
数

え
る
伝
統
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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狭
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か
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紹
介
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距
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り
、
危
険
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所
は
わ
ず
か
で

す
。
毛
木
古
城
跡
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て
は
、
急
峻
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地
形
で
あ
り
、
時
間
も
要
す
る
の
で
登
山

の
つ
も
り
で
行
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
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きます。道は整備されており、危険な所はありません。
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後
山
と
い
う
地
名
は
野
登
呂
山
の
後
ろ

に
あ
る
集
落
な
の
で
「
う
し
ろ
や
ま
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

明
治
２２
（
１
８
８
９
）
年
４
月
に
沼
田

郡
の
後
山
村
、
毛
木
村
、
宮
野
村
、
筒
瀬

村
の
４
つ
の
村
が
合
併
し
、
沼
田
郡
日
浦

村
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
３１
（
１

８
９
８
）
年
に
は
安
佐
郡
日
浦
村
と
な
り
、

昭
和
３０
（
１
９
５
５
）
年
に
周
辺
の
４
か

村
と
合
併
し
て
安
佐
町
と
な
り
、
大
字
後

山
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
広
島
市
と
合

併
し
広
島
市
安
佐
町
と
な
り
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

後
山
地
区
は
周
り
を
３
つ
の
山
（
権
現

山
・
野
登
呂
山
・
荒
谷
山
）
に
囲
ま
れ
た

す
り
鉢
の
底
の
よ
う
な
地
形
の
と
こ
ろ
に

出
来
た
集
落
で
急
傾
斜
地
が
多
く
、
土
砂

災
害
が
心
配
さ
れ
る
地
形
で
す
。
し
か
し
、

広
島
市
が
定
め
る
都
市
計
画
の
市
街
化
調

整
区
域
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
自

然
は
豊
か
で
昔
の
ま
ま
の
地
形
等
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
４６
（
１
９
７
１
）
年
に
は
広
島
市

安
佐
動
物
公
園
が
、
同
５１
（
１
９
７
６
）

年
に
は
あ
さ
ひ
が
丘
団
地
が
造
成
さ
れ
、

広
島
市
中
央
部
と
の
交
通
の
便
も
飛
躍
的

に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
が
残
さ
れ

た
後
山
地
区
と
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
あ

さ
ひ
が
丘
住
宅
地
域
と
相
ま
っ
て
今
後
も

発
展
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

後
山
地
区
を
囲
む
３
つ
の
山
の
中
で
最

も
親
し
ま
れ
て
い
る
山
は
権
現
山
で
、
山

頂
に
は
源
平
合
戦
に
ゆ
か
り
の
あ
る
日
裏

山
神
社
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２３
（
２

０
１
１
）
年
に
は
近
辺
で
は
珍
し
い
「
エ

ド
ヒ
ガ
ン
」
と
い
う
大
き
な
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

が
権
現
山
中
腹
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
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旧日浦小学校跡
きゅうひうらしょうがっこう

あさひが丘の団地内へ昭和５２（１９７７）年に

移転するまで百年以上にわたり日浦小学校が

あった場所である。

:

創立以来百年の学び舎跡
あさひが丘へ移転

教雲寺畧縁起（りゃくえんぎ）によると宇治の黄檗山萬福

寺（おうばくさんまんぷくじ）の僧賢禅師が建立し、萬福山

光明院と号したという。天正元（１５７３）年、現在の地に移

転したとされている。享保３（１７１８）年、火災にあい、文化

１０（１８１３）年に本堂再建、平成２１（２００９）年には平

成の大修復事業が行われた。

教雲寺
きょううんじ

9

江戸時代に火災にあうも
百年後に再建、今に至る

後山地区には以上のほか

①川平神社　②河内神社　③薬師堂　④地神堂　⑤権現山鉱山跡　⑥大ヤブツバキ　⑦小西養鯉場 などがある。

　日浦の権現山は標高が４９０．３ｍと比較的低く、正

面から見れば山頂部がなだらかで緩やかな山に見える

が、全体に急峻な地形であり、東側から見ると山容が

全く変わり、急峻な姿が見られる。

　権現山の山頂に日裏山神社があり、近辺では最も古

い神社とされる。創建は後鳥羽天皇の御代文治３（１１

８７）年、屋島の合戦による平家の敗残の将士宗像石見

守外１９名がこの地に逃避し、現在の社から約１００ｍ下

がった地点に社をつくり、「熊野権現」と称してひそ

かに祀ったと言われている。守護神は「正一位御子熊

野速玉男大神、正一位熊野扶住須美大神」である。

　その後、「後呂山権現」となり、明治4（１８７１）年に「日

権現山山頂の日裏山神社

かつては流鏑馬神事を奉納

裏山神社」と改名され、「ごんげんさん」の名前で親

しまれている。古くは流鏑馬（やぶさめ）も行われ、

武士の参詣者が多かったと言われているが、最近は毎

年春に山頂で春祭りを行うが、参拝者は少ない。

日
裏
山
神
社
本
殿

山
頂
か
ら
の
眺
望

春
祭
り
の
様
子

悟撒"えすわゆむ えすわゆむ"悟撒

広島市安佐動物公園
ひろしましあさどうぶつこうえん

昭和４６（１９７１）年、後山住民の大きな協力

のもとにできたもので、今日では広島市唯一の

動物公園として広く親しまれている。この動物

園は、サイなど多くの繁殖記録があり、オオサ

ンショウウオの繁殖も有名。

3

市内唯一の動物園
オオサンショウウオの繁殖も有名

後山集会所
うしろやましゅうかいしょ

後山唯一の集会所で、昭和５５（１９８０）年に

作られ、地元自治会の運営で管理されている。

女性グループによる大正琴や日本舞踊などで

利用されていたが、最近は利用者が減少してい

る。Ⓟあり

8

地域の集会所
趣味のグループ活用

道路改修記念碑
どうろかいしゅうきねんひ

大正５（１９１６）年に垰地区から後山川が太田川へ注ぐ付近の川崎地区

までの後山地区の道路が拡幅された記念碑である。これでようやく自動

車の通れる道（現在の県道２６８号線）ができた。その後、昭和４年ごろか

ら、バスも一部通るようになった。

5

道路拡幅の記念
バスも通り、生活が飛躍的に向上

後山経塚
うしろやまきょうづか

ここには、現在の教雲寺の前身とされる禅宗のお寺があった所で、今でも

先坊山（せんぼうやま）と呼ばれている。経塚とは経典を供養して地中に

埋納し、塚を築いたものといわれる。

6

禅宗のお寺の跡地
経典を埋納か

弘治３（１５５７）年、河野道忠が創立した東八幡宮と青

木八幡宮とを大正５（１９１６）年に合祀して後山八幡宮

と称するようになった。村社として古くから親しまれ、守

られている。平成２３年以降に、駐車場や舞殿が設置さ

れた。Ⓟあり
後山八幡神社
うしろやまはちまんじんじゃ

4

地元の２社を合祀
地域に親しまれる村社

日清日露戦争、日中戦争、太平洋戦争による日浦地区の戦

没者及び動員学徒の原爆戦没者の霊が祀られている。戦

役記念碑は大正１１（１９２２）年に設置され、昭和４６（１

９７１）年には原爆で亡くなられた学徒の霊も合祀（戦没

者慰霊碑）され、現在も後山地区の住民が毎週１回献花を

続けている。

戦役記念碑
戦没者慰霊碑

せんえききねんひ・せんぼつしゃいれいひ

7

後世へ伝える石碑
毎週続けられる献花
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会
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く
り
の
こ
と
で
、
昭
和
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（
１
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７
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）

年
、
都
市
化
に
直
面
す
る
都
市
近
郊
の
農

村
の
再
編
策
と
し
て
提
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さ
れ
ま
し
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。

　

安
佐
町
で
は
昭
和
４６
（
１
９
７
１
）
年
頃

よ
り
始
ま
っ
た
乱
開
発
に
対
応
す
る
た

め
、
農
住
団
地
が
単
に
宅
地
の
提
供
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
団
地
内
だ
け
で
な
く
周

辺
農
村
に
自
然
の
保
護
と
生
活
環
境
の
向

上
を
も
た
ら
す
よ
う
、
安
佐
町
の
特
産
で

あ
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「
花
木
」
を
生
か
し
た
個
性
あ
る
街

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

上空から見たあさひが丘：平成５（１９９３）年撮影

地
域
の
団
結
力
を
高
め
る「
大
運
動
会
」。

毎
年
、秋
に
開
催
さ
れ
、多
く
の
町
民
が
参
加

写
真
は
平
成
２６（
２
０
１
４
）年
の
様
子

あさひが丘の完成記念で作られた旧安佐町民センターホールの緞帳。

今は安佐公民館のホールにある

近
隣
公
園
で
行
わ
れ
て
い
る
「
と
ん
ど
ま
つ
り
」。

町
民
の
冬
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る

春
に
は
満
開
の
桜
の
下
、
さ
く
ら
ま
つ
り
が

催
さ
れ
る
。町
民
の
憩
い
の
ひ
と
時

　

あ
さ
ひ
が
丘
は
毛
木
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後
山
地
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に
農

業
を
守
り
な
が
ら
都
市
化
に
対
応
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る
こ
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、
そ
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広
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り
の
た

め
、
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に
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都
市

団
地
計
画
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れ
、
昭
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に
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の
造
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に
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、
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日
に
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が
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、
当
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千
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に
な
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と
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成
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こ
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は
当
時
と
し
て
は
西

日
本
最
大
規
模
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で
し
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成
。
こ
れ
は
当
時
と
し
て
は
西

日
本
最
大
規
模
の
団
地
で
し
た
。

　

昭
和
５３
（
１
９
７
８
）
年
６
月
に
は
１
千

世
帯
を
超
え
た
世
帯
数
は
平
成
１４
（
２
０

０
２
）
年
に
は
３
千
世
帯
を
超
え
ま
し
た
。

人
口
は
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
の
８
千
９

百
人
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後
は
や
や
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
近
年
で
は
若
い
年
代

の
入
居
者
が
増
加
す
る
な
ど
で
、
平
成
３０

（
２
０
１
８
）
年
で
は
３
千
世
帯
、
人
口
６

千
７
百
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
あ
さ
ひ
が
丘
」
の
名
称
は
、
安
佐
町

の
「
あ
さ
」
と
日
浦
村
か
ら
「
ひ
」
を
取

り
入
れ
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
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灌漑記念碑
かんがいきねんひ

２年の歳月をかけた用水路の完成に私財を投

じ、地域のために尽力された当時の部落会長

の林四郎氏の功績を称え、完成を記念して大正

５（１９１６）年に建立された。

5

私財を投じ用水路を完成
功績を称える記念碑

地区唯一の集会施設で県道１７７号線沿いにある。元、林四

郎氏宅を利用した公会堂から集会所へと所管替えとなり現在

に至っている。公園も兼ねている。Ⓟあり

宮野集会所
みやのしゅうかいしょ

4

地区にひとつの集会所
子どもたちの遊び場にも

宮野用水路
みやのようすいろ

後山川から取水された水は１．８ｋｍ隔てた灌

漑記念碑のすぐ近くまでコンクリートの水路で

導かれている。

この水路の維持管理には年間通して地区住民

が交代で務めている。

取水口は後山川の下流域である松尾産業の下

あたりで、県道からもよく見える場所にある。

6

用水路開通で念願の米作り
地区住民が交代で維持管理

宮野用水の取水口 宮野用水の出口

太田川

後山方面

後山・毛木方面

筒瀬方面

6 宮野用水路（取水口） 3

宮野八幡神社

4

6
5

宮野集会所

灌漑記念碑

宮野用水路（出口）
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急矢"めゆば

権現山

押上山

太田川

広島市安佐北区

　

宮
野
は
太
田
川
右
岸
に
位
置
し
、
３０
戸

ほ
ど
の
小
さ
な
集
落
で
す
。
江
戸
時
代
は

広
島
藩
の
直
轄
地
で
蔵
入
地
（
年
貢
を
直

接
、
藩
へ
納
め
る
地
）
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
元
和
６
（
１
６
２
０
）
年
、
福
島
正

則
の
時
に
村
を
「
蔵
入
」「
明
知
」「
給
地
」

に
区
分
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
な
ぜ
、

こ
の
小
さ
な
集
落
が
蔵
入
地
と
さ
れ
た
の

か
明
確
な
こ
と
は
不
明
で
す
が
、
推
測
す

れ
ば
、
集
落
の
東
側
を
流
れ
る
太
田
川
で

落
ち
ア
ユ
を
取
る
藩
直
営
の
簗
が
上
流
の

毛
木
と
交
代
で
設
置
さ
れ
て
い
た
た
め
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
簗
が
設
置

さ
れ
た
た
め
、
３
〜
９
月
は
禁
漁
と
さ
れ
、

冬
か
ら
春
ま
で
の
わ
ず
か
な
期
間
だ
け
雑

魚
を
取
っ
て
生
計
の
助
け
と
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
頃
は
、
ま
だ
水
田
も
な
く
、
畑

で
麦
、
あ
わ
な
ど
を
作
り
、
楮
紙
（
和
紙
）

や
竹
器
の
製
造
や
川
か
ら
の
収
入
が
貴
重

な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
川
が
近
く
に
あ
り
な
が
ら

水
田
を
作
る
こ
と
が
出
来
ず
、
畑
作
中
心

で
あ
っ
た
が
、
大
正
５
（
１
９
１
６
）
年

に
時
の
部
落
会
長
で
あ
っ
た
林
四
郎
氏
の

尽
力
に
よ
り
、
後
山
川
か
ら
の
用
水
路
が

完
成
し
、
念
願
の
米
作
り
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

扉

丈

滞

£

┏

彩

巷

滸

┎

劵

羞

侃

豫

頒

絣

経

紹

┋

┨

┪

堙

≒

仰

┞

┫

急"

矢"

め
ゆ
ば

宮野地区の集落　太田川沿いに集落が形成されている。川は集落の先端付近で山側がえぐられて大きく蛇行している。

太田川が運んできた沖積台地で、川では昔からアユ漁が盛んで、住民の収入源の一つとなっていたが、近年は水量減

少とともにさびれている

宮野八幡神社と大エノキ
みやのはちまんじんじゃとおおえのき

河野道忠により弘治３（１５５７）年に創建された

もので、現在でも春と秋にお祭りが行われている。

神社の境内に樹齢約４８０年で県下第２位と言わ

れる大エノキがある。この付近の自然植生が残さ

れたものと思われ、市指定の天然記念物となって

いる。樹高３０ｍ、幹周４.２ｍ。

3

創建以来の鎮守の大エノキ
樹齢約４８０年は県下２位

や
な

こ
う
ぞ　
し
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玖谷埋立地
くだにうめたてち

広島市の家庭ごみの最終処分地とし

て平成２（１９９０）年から埋め立てが

始まり、今日まで約３２万㎥が埋め立

てられている。

ここでは、不燃ごみと可燃ごみを焼却

した後の灰（焼却灰）等について埋め

立てを行っている。

市の家庭ごみ最終処分地
焼却灰を埋立処分

3

　

玖
谷
埋
立
地
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
出

る
不
燃
ご
み
と
可
燃
ご
み
を
焼
却
し
た
後

の
灰
（
焼
却
灰
）
等
を
埋
立
処
分
す
る
施

設
で
す
。
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
４
月

に
埋
立
処
分
を
開
始
し
、
今
年
度
末
で
３０

年
を
迎
え
ま
す
。

　

施
設
建
設
に
あ
た
り
昭
和
５０
年
代
後

半
、
市
か
ら
埋
立
地
建
設
に
関
す
る
申
し

入
れ
が
あ
り
、
筒
瀬
親
和
会
が
市
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
地
区
住
民
間
で
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。

　

当
地
区
の
住
民
と
し
て
は
心
情
的
に
は

受
け
入
れ
が
た
い
が
、
市
民
生
活
の
基
盤

を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
り
、

地
域
環
境
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
地
域
の

発
展
と
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
し
て
、
昭
和
５８
（
１
９
８
３
）
年

７
月
、
埋
立
地
建
設
に
合
意
し
ま
し
た
。

　

埋
立
地
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
地

区
内
の
道
路
や
上
水
道
、
農
業
用
水
路
等

の
整
備
、
日
浦
東
小
学
校
（
現
筒
瀬
小
学

校
）
の
移
転
新
築
、
集
会
所
の
建
設
、
バ

ス
路
線
の
整
備
、
筒
瀬
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
な
ど
の
地
域
環
境
整
備
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
１７
（
２
０
０
５
）
年
に
埋
立
容
量

を
増
や
し
、
埋
立
期
間
を
１５
年
延
長
。
こ

れ
ま
で
約
１
８
０
万
ト
ン
の
廃
棄
物
を
埋

立
処
分
し
ま
し
た
。
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
３
月
末
で
そ
の
役
目
を
終
え
る
予
定
で

し
た
が
、
佐
伯
区
湯
来
町
に
建
設
し
て
い

る
次
期
埋
立
地
の
竣
工
が
遅
れ
て
い
る
た

め
、
玖
谷
埋
立
地
の
使
用
期
間
の
延
長
の

申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
二
度
目
の
埋

立
期
間
の
延
長
に
、
次
期
埋
立
地
の
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
今
ま
で
と
同

様
に
市
民
生
活
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
、

苦
渋
の
決
断
な
が
ら
埋
立
期
間
の
延
長
に

合
意
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
に
は
埋
立
処
分
が
終
了
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
跡
地
は
サ
ッ
カ
ー
場
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
の
活
用
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

筒
瀬
地
区
に
は
玖
谷
埋
立
地
と
同
じ
時

期
に
開
設
さ
れ
た
資
源
ご
み
の
選
別
を
行

う
北
部
資
源
選
別
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
玖

谷
埋
立
地
が
埋
立
終
了
後
も
稼
働
し
続
け

る
予
定
で
す
。

　

玖
谷
埋
立
地
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
の
３０

年
間
、
筒
瀬
地
区
は
広
島
市
の
ご
み
処
理

の
重
い
負
担
を
背
負
っ
て
き
ま
し
た
。
埋

立
が
終
了
す
る
と
玖
谷
埋
立
地
の
な
い
筒

瀬
地
区
の
地
域
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　

筒
瀬
新
和
会
は
、
跡
地
を
地
区
内
外
の

人
が
集
ま
る
地
域
お
こ
し
の
拠
点
と
し
て

将
来
の
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
、

市
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

押上山
（321.4m）

太田
川

安佐南区

毘沙門台方面

宮野方面

玖谷トンネル

柳瀬キャンプ場

広島安佐ゴルフクラブ

安佐北大橋

500ｍ04

筒瀬小学校

3玖谷埋立地

6筒瀬集会所

8

7

筒瀬八幡神社

起き上がり観音

筒瀬福祉センター

5

北部資源選別センター

野登呂山

阿武山

押上山

筒瀬小学校

太
田
川

太田川左岸から見た筒瀬八幡神社の社叢

　

戦
国
時
代
に
「
つ
ゝ
せ
」
の
地
名
が
見

ら
れ
、
安
芸
国
佐
東
郡
の
う
ち
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
明
ら

か
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
岐
国
造
が

安
芸
国
を
支
配
し
て
い
た
当
時
の
筒
瀬
は

佐
伯
部
氏
の
郷
と
し
て
「
若
佐
郡
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。（
筒
瀬
小
学
校
百
周

年
記
念
誌
）
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
江
戸

時
代
以
前
か
ら
嚴
島
神
社
の
社
領
と
し
て

の
性
格
が
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

筒
瀬
村
は
明
治
２２
（
１
８
８
９
）
年
４
月

に
後
山
村
、
毛
木
村
、
宮
野
村
と
合
併
し

日
浦
村
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
数
度

の
郡
や
村
の
廃
置
分
合
を
経
て
、
昭
和
５５

（
１
９
８
０
）
年
に
広
島
市
安
佐
北
区
安
佐

町
大
字
筒
瀬
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
産
物
と
し
て
は
、
当
時
の

年
貢
と
し
て
納
め
ら
れ
た
「
安
芸
木
綿
」
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て
て
そ

は
筒
瀬
で
も
多
く
生
産
さ
れ
、
コ
ウ
ゾ
、

ミ
ツ
マ
タ
、
ガ
ン
ピ
を
原
料
に
し
て
作
ら

れ
た
布
で
、
当
時
は
貴
重
品
で
し
た
。
ま

た
、「
後
山
行
李
に
筒
瀬
籠
」
と
言
わ
れ
、

籠
な
ど
の
竹
製
品
を
製
造
し
、
諸
口
紙
、

半
紙
も
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
太
田
川
で

は
舟
運
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
内
に
は
広
島
市
の
重
要
有
形
文
化

財
の
筒
瀬
八
幡
神
社
が
あ
り
、
ま
た
、
同

社
境
内
の
社
叢
林
は
広
島
市
の
天
然
記
念

物
に
も
指
定
さ
れ
、
貴
重
な
自
然
植
生
を

残
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
４６
（
１
９
７
１
）
年
に
は
広
島
中
央

ゴ
ル
フ
場
（
現
広
島
安
佐
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）

が
、
ま
た
昭
和
５９
（
１
９
８
４
）
年
に
は
広

島
市
の
家
庭
ご
み
の
最
終
処
分
場
（
玖
谷

埋
立
地
）
建
設
の
合
意
が
な
さ
れ
、
筒
瀬

が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
玖
谷
ご
み
埋
め
立
て
事
業
に
関

連
し
た
地
元
対
策
事
業
に
よ
り
筒
瀬
地
区

は
大
変
革
を
遂
げ
、
住
民
の
生
活
環
境
が

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

こ
う　

り

か
ご

も
ろ　

く
ち　

が
み



玖谷埋立地
くだにうめたてち

広島市の家庭ごみの最終処分地とし

て平成２（１９９０）年から埋め立てが

始まり、今日まで約３２万㎥が埋め立

てられている。

ここでは、不燃ごみと可燃ごみを焼却

した後の灰（焼却灰）等について埋め

立てを行っている。

市の家庭ごみ最終処分地
焼却灰を埋立処分

3

　

玖
谷
埋
立
地
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
出

る
不
燃
ご
み
と
可
燃
ご
み
を
焼
却
し
た
後

の
灰
（
焼
却
灰
）
等
を
埋
立
処
分
す
る
施

設
で
す
。
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
４
月

に
埋
立
処
分
を
開
始
し
、
今
年
度
末
で
３０

年
を
迎
え
ま
す
。

　

施
設
建
設
に
あ
た
り
昭
和
５０
年
代
後

半
、
市
か
ら
埋
立
地
建
設
に
関
す
る
申
し

入
れ
が
あ
り
、
筒
瀬
親
和
会
が
市
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
地
区
住
民
間
で
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。

　

当
地
区
の
住
民
と
し
て
は
心
情
的
に
は

受
け
入
れ
が
た
い
が
、
市
民
生
活
の
基
盤

を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
り
、

地
域
環
境
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
地
域
の

発
展
と
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
し
て
、
昭
和
５８
（
１
９
８
３
）
年

７
月
、
埋
立
地
建
設
に
合
意
し
ま
し
た
。

　

埋
立
地
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
地

区
内
の
道
路
や
上
水
道
、
農
業
用
水
路
等

の
整
備
、
日
浦
東
小
学
校
（
現
筒
瀬
小
学

校
）
の
移
転
新
築
、
集
会
所
の
建
設
、
バ

ス
路
線
の
整
備
、
筒
瀬
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
な
ど
の
地
域
環
境
整
備
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
１７
（
２
０
０
５
）
年
に
埋
立
容
量

を
増
や
し
、
埋
立
期
間
を
１５
年
延
長
。
こ

れ
ま
で
約
１
８
０
万
ト
ン
の
廃
棄
物
を
埋

立
処
分
し
ま
し
た
。
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
３
月
末
で
そ
の
役
目
を
終
え
る
予
定
で

し
た
が
、
佐
伯
区
湯
来
町
に
建
設
し
て
い

る
次
期
埋
立
地
の
竣
工
が
遅
れ
て
い
る
た

め
、
玖
谷
埋
立
地
の
使
用
期
間
の
延
長
の

申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
二
度
目
の
埋

立
期
間
の
延
長
に
、
次
期
埋
立
地
の
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
今
ま
で
と
同

様
に
市
民
生
活
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
、

苦
渋
の
決
断
な
が
ら
埋
立
期
間
の
延
長
に

合
意
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
に
は
埋
立
処
分
が
終
了
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
跡
地
は
サ
ッ
カ
ー
場
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
の
活
用
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

筒
瀬
地
区
に
は
玖
谷
埋
立
地
と
同
じ
時

期
に
開
設
さ
れ
た
資
源
ご
み
の
選
別
を
行

う
北
部
資
源
選
別
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
玖

谷
埋
立
地
が
埋
立
終
了
後
も
稼
働
し
続
け

る
予
定
で
す
。

　

玖
谷
埋
立
地
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
の
３０

年
間
、
筒
瀬
地
区
は
広
島
市
の
ご
み
処
理

の
重
い
負
担
を
背
負
っ
て
き
ま
し
た
。
埋

立
が
終
了
す
る
と
玖
谷
埋
立
地
の
な
い
筒

瀬
地
区
の
地
域
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　

筒
瀬
新
和
会
は
、
跡
地
を
地
区
内
外
の

人
が
集
ま
る
地
域
お
こ
し
の
拠
点
と
し
て

将
来
の
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
、

市
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

押上山
（321.4m）

太田
川

安佐南区

毘沙門台方面

宮野方面

玖谷トンネル

柳瀬キャンプ場

広島安佐ゴルフクラブ

安佐北大橋

500ｍ04

筒瀬小学校

3玖谷埋立地

6筒瀬集会所

8

7

筒瀬八幡神社

起き上がり観音

筒瀬福祉センター

5

北部資源選別センター

野登呂山

阿武山

押上山

筒瀬小学校

太
田
川

太田川左岸から見た筒瀬八幡神社の社叢

　

戦
国
時
代
に
「
つ
ゝ
せ
」
の
地
名
が
見

ら
れ
、
安
芸
国
佐
東
郡
の
う
ち
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
明
ら

か
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
岐
国
造
が

安
芸
国
を
支
配
し
て
い
た
当
時
の
筒
瀬
は

佐
伯
部
氏
の
郷
と
し
て
「
若
佐
郡
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。（
筒
瀬
小
学
校
百
周

年
記
念
誌
）
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
江
戸

時
代
以
前
か
ら
嚴
島
神
社
の
社
領
と
し
て

の
性
格
が
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

筒
瀬
村
は
明
治
２２
（
１
８
８
９
）
年
４
月

に
後
山
村
、
毛
木
村
、
宮
野
村
と
合
併
し

日
浦
村
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
数
度

の
郡
や
村
の
廃
置
分
合
を
経
て
、
昭
和
５５

（
１
９
８
０
）
年
に
広
島
市
安
佐
北
区
安
佐

町
大
字
筒
瀬
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
産
物
と
し
て
は
、
当
時
の

年
貢
と
し
て
納
め
ら
れ
た
「
安
芸
木
綿
」
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て
て
そ

は
筒
瀬
で
も
多
く
生
産
さ
れ
、
コ
ウ
ゾ
、

ミ
ツ
マ
タ
、
ガ
ン
ピ
を
原
料
に
し
て
作
ら

れ
た
布
で
、
当
時
は
貴
重
品
で
し
た
。
ま

た
、「
後
山
行
李
に
筒
瀬
籠
」
と
言
わ
れ
、

籠
な
ど
の
竹
製
品
を
製
造
し
、
諸
口
紙
、

半
紙
も
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
太
田
川
で

は
舟
運
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
内
に
は
広
島
市
の
重
要
有
形
文
化

財
の
筒
瀬
八
幡
神
社
が
あ
り
、
ま
た
、
同

社
境
内
の
社
叢
林
は
広
島
市
の
天
然
記
念

物
に
も
指
定
さ
れ
、
貴
重
な
自
然
植
生
を

残
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
４６
（
１
９
７
１
）
年
に
は
広
島
中
央

ゴ
ル
フ
場
（
現
広
島
安
佐
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）

が
、
ま
た
昭
和
５９
（
１
９
８
４
）
年
に
は
広

島
市
の
家
庭
ご
み
の
最
終
処
分
場
（
玖
谷

埋
立
地
）
建
設
の
合
意
が
な
さ
れ
、
筒
瀬

が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
玖
谷
ご
み
埋
め
立
て
事
業
に
関

連
し
た
地
元
対
策
事
業
に
よ
り
筒
瀬
地
区

は
大
変
革
を
遂
げ
、
住
民
の
生
活
環
境
が

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

こ
う　

り

か
ご

も
ろ　

く
ち　

が
み



　本殿の腰組がこの地方では見られない大規模社寺建

築に見られるような精巧な構造になっている。専門的

には、三手先（三方に回した縁を支えるために組物を

三段持ち送った形）で構成されている。

　指定時の調査者は「彫刻の絵模様から見ても江戸中

期の様式を十分に表している。向拝上の蟇股や妻飾大

瓶束等は時代の代表として優たるものである。特に腰

組の立派なことと向拝の蟇股及び大瓶束は江戸中期の

良作と思われる」と述べられている。

筒瀬八幡神社の本殿
　　　　　　　（広島市重要有形文化財）

　昭和５２（１９７７）年に広島市の天然記念物に指定されている。

　社叢の広さは南北６０ｍ、東西４０ｍでわずかではあるが、この地方の潜

在植生と考えられる植生が見られ貴重なものとなっている。

　高木にはアラカシが優先し、タブノキ、ナナメノキ、シロダモ等が多い。

低木にはアラカシ、ヤブツバキ、ネズミモチ、アオキ、イヌビワなど暖帯

系の植生となっている。

筒瀬八幡神社の社叢（広島市天然記念物）

筒瀬地区にある重要有形文化財と天然記念物

筒瀬八幡神社
つつせはちまんじんじゃ

鳥居の正面に拝殿と本殿がある。その奥が広

島市の天然記念物に指定されている広葉樹の

古い森（社叢）がある。境内は狭くすぐ東側を太

田川が流れている。

左の写真は拝殿

8

すぐ横を太田川が流れる
鎮守の杜は市の天然記念物

統是"ててそ

タブノキ（2.82～3.10ｍ、2本）

クスノキ（2.48ｍ）

エノキ（2.67ｍ）

アラカシ（1.25～2.00ｍ、10本）

アカガシ（1.5ｍ）

ナナメノキ（1.10～1.42ｍ、2本）

クロガネモチ（1.83～1.97ｍ、2本）

■樹木の胸高幹周と本数　（広島市天然記念物指定時・昭和 52年）

筒瀬福祉センター
つつせふくしせんたー

平成２３（２０１１）年度に地域の福祉施設とし

て広島市が設置した。日浦地区を中心として利

用されている。施設内には飯室右平地区出身

の画家、佐々木邦彦氏のギャラリーが設けられ

ている。

7

地域の福祉施設
飯室出身の画家のギャラリーも

筒瀬小学校
つつせしょうがっこう

筒瀬小学校は戦後に日浦東小学校と校名が変

更されたが、平成２（１９９０）年には再び筒瀬

小学校となり、現在地に木造校舎として移転し

た。平成１０（１９９８）年からはオープンスクー

ルとして地元以外からも児童を募集し、ユニー

クな教育が注目されている。

4

木造校舎で豊かな自然環境を
生かしたユニークな学習が注目
区域外からも入学可能な
オープンスクール

北部資源選別センター
ほくぶしげんせんべつせんたー

平成２５（２０１３）年に作られた施設で家庭か

ら出た資源ごみを集め、紙類、布類、アルミ類、

鉄類、生ビン、ガラス類に分別する施設です。

資源ゴミは直接資源選別センターへ自己搬入

することができる。

5

家庭からの資源ゴミを分別
自己搬入も可能

筒瀬集会所
つつせしゅうかいしょ

筒瀬地区唯一の集会所で、筒瀬川沿いにあり、

テニス場が併設されており、夜間の照明施設も

完備されている。

6

地区内唯一の集会施設
照明施設完備のテニスコート

婦芍「諞瘰蹤屯頤癰爨←甕＝Ｙ荵

頒á稱〉晒箙¿綟諞Ö疾窕睢呎 　この地区では古くから川の上流にあった観音様が災

害で太田川に流され、「川の水は冷たい。早く引き上

げてくだされや。重い体ではあるが、もみ殻俵一俵の

重さになります。弘法岩の下手で待っております」と

いう言い伝えがあったと言われる。

　平成３年の夏、信仰心の厚い可部在住の中本進氏が

鮎釣り中、異様な岩にふと気づき、目を凝らして見る

と見えなくなる不思議な因縁に時を過ごし、石の全容

を確認し仏縁の尊さに全身に硬直を覚えた。

　その後、有志にはかり、秋には水中から引き揚げて

筒瀬部落の守護神として尊崇する事となったという。

（石碑に刻まれた由緒による）

起き上がり観音

ててそ"統是



　本殿の腰組がこの地方では見られない大規模社寺建

築に見られるような精巧な構造になっている。専門的

には、三手先（三方に回した縁を支えるために組物を

三段持ち送った形）で構成されている。

　指定時の調査者は「彫刻の絵模様から見ても江戸中

期の様式を十分に表している。向拝上の蟇股や妻飾大

瓶束等は時代の代表として優たるものである。特に腰

組の立派なことと向拝の蟇股及び大瓶束は江戸中期の

良作と思われる」と述べられている。

筒瀬八幡神社の本殿
　　　　　　　（広島市重要有形文化財）

　昭和５２（１９７７）年に広島市の天然記念物に指定されている。

　社叢の広さは南北６０ｍ、東西４０ｍでわずかではあるが、この地方の潜

在植生と考えられる植生が見られ貴重なものとなっている。

　高木にはアラカシが優先し、タブノキ、ナナメノキ、シロダモ等が多い。

低木にはアラカシ、ヤブツバキ、ネズミモチ、アオキ、イヌビワなど暖帯

系の植生となっている。

筒瀬八幡神社の社叢（広島市天然記念物）

筒瀬地区にある重要有形文化財と天然記念物

筒瀬八幡神社
つつせはちまんじんじゃ

鳥居の正面に拝殿と本殿がある。その奥が広

島市の天然記念物に指定されている広葉樹の

古い森（社叢）がある。境内は狭くすぐ東側を太

田川が流れている。

左の写真は拝殿

8

すぐ横を太田川が流れる
鎮守の杜は市の天然記念物

統是"ててそ

タブノキ（2.82～3.10ｍ、2本）

クスノキ（2.48ｍ）

エノキ（2.67ｍ）

アラカシ（1.25～2.00ｍ、10本）

アカガシ（1.5ｍ）

ナナメノキ（1.10～1.42ｍ、2本）

クロガネモチ（1.83～1.97ｍ、2本）

■樹木の胸高幹周と本数　（広島市天然記念物指定時・昭和 52年）

筒瀬福祉センター
つつせふくしせんたー

平成２３（２０１１）年度に地域の福祉施設とし

て広島市が設置した。日浦地区を中心として利

用されている。施設内には飯室右平地区出身

の画家、佐々木邦彦氏のギャラリーが設けられ

ている。

7

地域の福祉施設
飯室出身の画家のギャラリーも

筒瀬小学校
つつせしょうがっこう

筒瀬小学校は戦後に日浦東小学校と校名が変

更されたが、平成２（１９９０）年には再び筒瀬

小学校となり、現在地に木造校舎として移転し

た。平成１０（１９９８）年からはオープンスクー

ルとして地元以外からも児童を募集し、ユニー

クな教育が注目されている。

4

木造校舎で豊かな自然環境を
生かしたユニークな学習が注目
区域外からも入学可能な
オープンスクール

北部資源選別センター
ほくぶしげんせんべつせんたー

平成２５（２０１３）年に作られた施設で家庭か

ら出た資源ごみを集め、紙類、布類、アルミ類、

鉄類、生ビン、ガラス類に分別する施設です。

資源ゴミは直接資源選別センターへ自己搬入

することができる。

5

家庭からの資源ゴミを分別
自己搬入も可能

筒瀬集会所
つつせしゅうかいしょ

筒瀬地区唯一の集会所で、筒瀬川沿いにあり、

テニス場が併設されており、夜間の照明施設も

完備されている。

6

地区内唯一の集会施設
照明施設完備のテニスコート

婦芍「諞瘰蹤屯頤癰爨←甕＝Ｙ荵

頒á稱〉晒箙¿綟諞Ö疾窕睢呎 　この地区では古くから川の上流にあった観音様が災

害で太田川に流され、「川の水は冷たい。早く引き上

げてくだされや。重い体ではあるが、もみ殻俵一俵の

重さになります。弘法岩の下手で待っております」と

いう言い伝えがあったと言われる。

　平成３年の夏、信仰心の厚い可部在住の中本進氏が

鮎釣り中、異様な岩にふと気づき、目を凝らして見る

と見えなくなる不思議な因縁に時を過ごし、石の全容

を確認し仏縁の尊さに全身に硬直を覚えた。

　その後、有志にはかり、秋には水中から引き揚げて

筒瀬部落の守護神として尊崇する事となったという。

（石碑に刻まれた由緒による）

起き上がり観音

ててそ"統是



お好み焼き 幸

久地 6473-1 ☎837-2520

11:00～14:00,17:00～21:00 木・第１日・第３水曜

4

ムーミン

あさひが丘 3-12-17 ☎838-3113

10:30 ～ 18:00 水曜

5

お好み焼き すず

鈴張 1847-2 ☎835-0226

11:00～14:00,17:00～21:00 月・火曜

1 焼茶 うえ

飯室 3041-3 ☎835-0201

11:00 ～ 16:00 水・日曜,祝日

3お好み焼き もっこ

飯室 1592 ☎810-2048

10:00 ～ 18:00 なし

2

ROMUI（ロムイ）

飯室 2905

8

9:00 ～ 15:00 土・日曜のみ開店

お食事処 こばやし

久地 6714-2 ☎837-0018

11:30～14:00,17:00～23:00 日曜,祝日

4

初見鮨

あさひが丘 4-12-31 ☎838-0130

11:30～14:00,17:00～21:00 月曜

5 お食事処 「はま」

宮野 248-2 ☎838-0911

6

11:00～14:00,17:00～20:00 火曜

食事処 まんま

飯室 4381-1 ☎なし

11:30 ～ 19:30 不定

3あゆ茶屋

飯室 1592 ☎810-2018

10:00 ～ 18:00 なし

1 お食事処 ひらお

飯室 2704-1 ☎835-3520

11:30～14:00,17:00～20:00 木曜

2

和食・うどん

中華そば〇久地店

11:30～14:00,18:00～24:00 第3火曜

1

久地 185-4 ☎090-3744-2794

らーめん・ぎょうざ 喜味喜

毛木 241-1 ☎837-3789

11:00 ～ 21:00 月曜

2

中華・ラーメン

イタリア料理 チャオ！チャオ！

鈴張 1838 ☎562-2021

11:00～14:30,18:00～21:30 火・第3水曜

1 カフェ マロン

飯室 2677-2 ☎090-8600-7883

11:00 ～ 17:00 土・第１・３金曜

2

YOU taruto

久地 3520-80 ☎090-7136-9599

11:00 ～ 14:00 不定

5 cafe 山帰来

毛木 812 ☎837-1323

12:00 ～ 18:00 火・水曜

6 ドゥレウリ

毛木 95-1 ☎837-1531

11:00 ～ 問合せ

7

sabo cafe

久地 3520-80 ☎090-8609-8783

10:00 ～ 16:00 火・水曜

4街

飯室 3412-1 ☎835-0426

8:00 ～ 19:00 木曜,日曜午後

3

洋食・喫茶・カフェ

お好み焼き

ＲＯＭＵＩ（ロムイ）は平成１５（２００３）年１２月１日、ＪＲ可部線の可部駅～三段峡駅間

が廃線となった後、旧ＪＲ安芸飯室駅の駅舎やホームをそのまま残して開かれたカ

フェテラスです。地元で採れた新鮮野菜や手作り雑貨の販売、コンサートやマル

シェなどの各種イベントを開催し、開店日には地元内外から多くの人が訪れる憩

いの場です。

広島北

広島北Ｊｃｔ

久地ＰＡ

安佐ＳＡ

中国自
動車道

広
島
自
動
車
道

太
田
川



お好み焼き 幸

久地 6473-1 ☎837-2520

11:00～14:00,17:00～21:00 木・第１日・第３水曜

4

ムーミン

あさひが丘 3-12-17 ☎838-3113

10:30 ～ 18:00 水曜

5

お好み焼き すず

鈴張 1847-2 ☎835-0226

11:00～14:00,17:00～21:00 月・火曜

1 焼茶 うえ

飯室 3041-3 ☎835-0201

11:00 ～ 16:00 水・日曜,祝日

3お好み焼き もっこ

飯室 1592 ☎810-2048

10:00 ～ 18:00 なし

2

ROMUI（ロムイ）

飯室 2905

8

9:00 ～ 15:00 土・日曜のみ開店

お食事処 こばやし

久地 6714-2 ☎837-0018

11:30～14:00,17:00～23:00 日曜,祝日

4

初見鮨

あさひが丘 4-12-31 ☎838-0130

11:30～14:00,17:00～21:00 月曜

5 お食事処 「はま」

宮野 248-2 ☎838-0911

6

11:00～14:00,17:00～20:00 火曜

食事処 まんま

飯室 4381-1 ☎なし

11:30 ～ 19:30 不定

3あゆ茶屋

飯室 1592 ☎810-2018

10:00 ～ 18:00 なし

1 お食事処 ひらお

飯室 2704-1 ☎835-3520

11:30～14:00,17:00～20:00 木曜

2

和食・うどん

中華そば〇久地店

11:30～14:00,18:00～24:00 第3火曜

1

久地 185-4 ☎090-3744-2794

らーめん・ぎょうざ 喜味喜

毛木 241-1 ☎837-3789

11:00 ～ 21:00 月曜

2

中華・ラーメン

イタリア料理 チャオ！チャオ！

鈴張 1838 ☎562-2021

11:00～14:30,18:00～21:30 火・第3水曜

1 カフェ マロン

飯室 2677-2 ☎090-8600-7883

11:00 ～ 17:00 土・第１・３金曜

2

YOU taruto

久地 3520-80 ☎090-7136-9599

11:00 ～ 14:00 不定

5 cafe 山帰来

毛木 812 ☎837-1323

12:00 ～ 18:00 火・水曜

6 ドゥレウリ

毛木 95-1 ☎837-1531

11:00 ～ 問合せ

7

sabo cafe

久地 3520-80 ☎090-8609-8783

10:00 ～ 16:00 火・水曜

4街

飯室 3412-1 ☎835-0426

8:00 ～ 19:00 木曜,日曜午後

3

洋食・喫茶・カフェ

お好み焼き

ＲＯＭＵＩ（ロムイ）は平成１５（２００３）年１２月１日、ＪＲ可部線の可部駅～三段峡駅間

が廃線となった後、旧ＪＲ安芸飯室駅の駅舎やホームをそのまま残して開かれたカ

フェテラスです。地元で採れた新鮮野菜や手作り雑貨の販売、コンサートやマル

シェなどの各種イベントを開催し、開店日には地元内外から多くの人が訪れる憩

いの場です。

広島北

広島北Ｊｃｔ

久地ＰＡ

安佐ＳＡ

中国自
動車道

広
島
自
動
車
道

太
田
川



安佐北区

安芸太田町

安芸高田市

東広島市

海田町

坂町

廿日市市

北広島町

安佐南区

佐伯区

西区

中区 南区

東区

府中町

安芸区

広島北

五日市

広島西風新都

広島

広島東

中国自動車道

山陽自動車道


